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製造元(RADAR)RADIOCORPORATIONOFAMERICA
ENGINEERING

SERVICES1､ATION三波工業株式會載
製輩丞（電話機）合費含肚タカヤエ業試

電機宮
日田

電氣機器船舶用

苧
小型船用

電動手動視舵機

電動操舵機

舶用電動機

揚錨機・繋船機

電動揚貨機

船用直流磯電機

船用交流發電機

船用配電盤
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L(パナマ｡ソル1､チ會耐:)
《東日本重エ横濱浩船所建造
、 重韮噸8,500T.

11連か巡航)15%kn.

、機關(横演M､A.Nヂーゼル）
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轌覆しても1入で起き上る救命艇

US・CoastGilard製長さ
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"/~て‘ RADAR(大岡茂綿）

1.RADAREQUIRMENT

･RADARは電波を利用する投光器(RADARでは

光の代りに電波ビー塚を投射する)と覗覺(RADAR

で咳電波の反射波を受けてそれを目で見えるように
する）とを錘ねた装置である。

Fig.1は役光器と目の役目をするantenna七あき
てのantennaは毎分6~30回鞠して船の周園360°に
亘って見えるようにする。
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.･Fig.2は覗刷1經の役目を引き．受けるIndicatdfを

Wheel-Houseに設置したる．ところを示す。、

■

叩鋤l
O

Figl'
■甲

‐. ＝〆1

＝

＝■

望

一
皿
一

一

〆

I

Fig.2 ’

勇

－4岸一、
＝

■1

一二七 |’
ユーー



、

I負 ー■

1

右

一
匹
■
■
■
雨

’

『
一

一

IITHREEUNITSOFRADAR

antennaから電波を發射し、目標物からの反射波

をanttnnaで受ける。この動作は投光器壷目標物を
照射し、｜可でそれを見るの､に似ている。

Fig.3の綱；伏のものは電波の反射器である。その

前方了あるラッパ"、のものは電磁ラッパで、ここか

ら電波が出て、反射器で集束され、目標物に投射す
る。目標物からの反射波は、一旦反射器に衝突して

反射され、電磁ラッパの｢Pに入り、導波管を通って
TransmitterReceiverに途D込まれるOo
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Fig3

､grrzinsmitterで衝繋電波(Pulseき_わめで短い時

間だけ發射される電波、と？電波を’秒につき'000
~2000回の割合で發射する),を作って、導波管の中、
を導き、電磁ラッパから外に1IIす。目標物からの反

一J

射波は同じ導波管を通っ-こReceiverに導かれる。・

Fig.4はTransmitterとReceiv電とを一緒に．
したTransmittel←Receiverと導波管を示す。．
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antenn"で受けた目標物からfD反射波はReceiver
で映像電座にかえられ、この映像電座によってCat-
hodeFRayOscilloscope(C.R.O､)Screenの上に
ZmtennFIの目で見なPicture(RadarPicture)をえI
がかせ．るのがIndicatorである､從っでReceivefと
IndicatOrとで光に對する覗而|'經の役目をするもの
とVlえよう｡このように考えるとTransmittorは電
力を光にかえる電燈に相賞するものとVrうとどにな
る｡Fig5
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。 Fig6にRadarPicmreの現れる

C.R.0.Screenと調整器の配置を示
す。，

.PowerSwitchはOFF;STAND_
BYjONの三段切換になっていて、
OFFよりSTANDBYを經てONに

入れれば他の開閉器はすべ工,自動的
に閉じられて；3分以内にC.R.0.、
ScreenにRadarPictureが現れる。
PowerSwitehをSTANDBYの位

置からoNにする場合は､’分間以内
でPictureが現れZ,o
Pictur号が現れてから副Lを鮮明

にするため、多少の調整が必要であ
るO'･、 、
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Fig7は條件のよい時に撮ったRadar

Pictureの篇眞である。左上にDover港
が見える。港内の姉黙は船かブイかはっ

きりしないが、港外の三つの輝殿は明か

に船である。一般に船は楕凹形の輝黙と

して現れ‘、ブイは側堰の小輝黙として現

れる。謹面の中心から56｡の方位に向ふ輝

線は船首方位即ち針路詮示方Heading

Lineである。側心図形の輝線は中心<"fD
側澄、船位）からの距離を示すRange
Rings(Rangemarkers)である

Fig7ではRangeRjljgs(RangeCirc

lesともいう）間の距離は認nauticalmile
となっている。
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:.Cnarf.6Fm6~Mft硫畠~and･Radar'mapofTheNarrows
LoeWrBay."landLWerBay,
.NewyOrkHaPbor NewyorkHarbor

･Fig8;

Fig8の右圖に現れtいるRangeRmgsはInanticalimiL間『~了
隔である。船の針路は略170｡で正しく水路に向っていることがわ．

”尚H…L…"…逼雛は……壷i,（目標物えの方位を測るための回蠅旨標）であ鞭o
Fig9のRadarPictureではRangeRingsとHeadingLineを｡I!

消し亡ある、これ等の輝線は調整器によ､D現すこともできれば消
すこともできる。
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FiglOはPierの突端に建てた塔の頂上に設掻
たRADARのC・R｡O・のScreenに現れるPictmfez'

‘で一定海i伽を監覗することができる、この方式を

SupervigionRaVrと,,やっている｡愉睡10に現
工いる苅い放州kの輝線はBea!叩農･Line(方位P’

示す線).である。
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日本鋼管鶴見造船所の

金明丸銀 明丸

（本文30頁實船による諸賃験参照）
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、(2)竣工せる金明丸の雄姿‘・

金明丸・銀明丸の要目

全長 4 8 . 4 6 m 純 噸 數 2 5 5 t
飛絲間長45.00Gm,1載貨璽量噸數503t

幅 7.50m職貨容積5"m3
深3.70m燃料30t
吃水－3．20m 清水22t

總噸数'415t･

船級6NS(引火黙65.以~Iどの油）
MNS

資格航域、沿海竺級船
滿載航海速力8.5k

主機關320_BIPヂーゼル1韮
へ、

補助朧圓朧1基
､""gWrヂーゼル'基・發電機

6KW主軸駆動1基
や

荷油ポンプ45."&3/H蒸汽式2基
揚錨機蒸汽式1基
操舵装澄・手動式

無線装濫、50W中波送信機.(
オートダイン長中波受信機
スューパーヘテログイン短波受信機

乗組員敬《］9
‘短艇5rn救命艇.1隻

4.6m天馬1隻

､

<1）銀明丸の進水

~

中央断面の構造

圃誼圃塩1t〆手-ﾙ式･ﾌﾚｵﾝ式

舟百毫
急洗冷>宗設備･糧食庫用・
船室)令房用。冷蔵貨物艫用

日本サブロー株式蕾
大阪市北厘椛田新道《IJ新生命館内）

遮話禰勘(45):淵蕊
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工事中｛の金明丸。銀明丸I

＝

(4)横婦壁取付

(6)船首部の工事(5)外板、甲板の工事
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層(7)ブロックとして別に組立てられた
船尾がクレーンで蓮搬される。
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S/f)4斤に対しては比較的効率がよ､!、

禮部にヵaf"ﾙﾙ膠7a6ｿ,"のかがる暘合!ま不可
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のノ効率=85％
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にzノア=笏以下の琶逼板厚のもの'二遇す＊

必ﾉ効琴＝応％。

『Cﾉ鋼刀α膣;〃/〃4βγに対しては不可．

〃ﾉ底部に鉦〃〃"v汐7~〃/S/""の"､"､占蝪合不可
杉ﾉ模向耀按の8割1-上側の板i二開先Eta二と
“開失側の按手附迩上向不同の隅6．‘以内埋向娯向の鰐；血内）

･l.作裳の障害に亙るような,偶進甥があって唾なら透'）
． 号令

〃"7~S/"E5"6ZE－鉦しELC"斤"ER､〃/Ⅳ7》‘
jｲ堰L"E刀.刀雌S胆E〃/芒パリ"雌"7-助餅ﾉ"e'

ｲﾕﾉS,=進7但し誇遍迄えなl)こYLSの寸法は指示を要す

必ﾉ7-="1:E~F;の琶邇坂厚のものに適す．

ｲCﾉ効率＝/”％

″ﾉ高度の嗣刀α店〃〃関67I二は笈くふ）

(ビノ‘慢向畷蔓の時IZL_ti3$'w'I反に胴先丞X&Z込さ
峨燗先側の痩手附近仕向賑向の蹄β'以内姪同掻向の時/鋤内）

に作業の障害になるよう透櫓造甥が争ってばならな､.'．
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（α,ﾉズー 2匁,wγ＝汚；w〃二の場合xの寸法は指示を要す
但し槙向蝿妄の喝合はX="5》"ﾊ'，)管滋伽'′

め）7-=彩似上の昔通板厚のものに適す
(C,ﾉS="7-イ旦し泌埴超えな､、二とSの寸法は指示E要す

“ﾉ効率＝”％ 、

(ピノ損向熔接の時は_上側の板l亘開先をとること
“副"WSWを除き底呂陸よく‘"うz刎俗してがら隅肉燭俊毛行う
ｲﾉ嗣失側の握手附近(上向下向の爵β'11内堅同槙向の應渥〕』内）

に作業の障害に蔵省ような桐進物力嘔ってばならない
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一 睡jX=2a4伽ノ/圭発'"〃この場合Xの寸注は指示を要す

．但L損向熔接の蝪合はX=恋乳"〃ノ'="qj"/〃〃

必ノア＝笏'以上の琶逼板厚のものに通す
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のﾉr=箔以下の昔通板痔‘,もの仁過す
‘ｲ瞳ﾉ効率＝85％‐

“ﾉ痢刀皮娼〃液467I二は不可 ノ
吃ﾉ底部1秘ﾊ似ﾉ峪御5/""のり､り#る蝪鈍不可
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(αノX=25)"〃〉'皇診."ﾉ〃この場合Xの寸法は指示を琴す
但し損向蝿妾の場合はX=.":4"ハノ岸〃殉w・

の）‘隅肉楠渥をする場合j,="7ｼ但し粥‘ﾓー超え通”こと､Sの寸法
はその都度指示毛要す＝ノ

イβノア=効''以上の中厚物に通す
〃》効壷＝”％

(6ﾉ悶先側。稜手附近("以内)に作業の障害になるよう庵綱進物
4念あってはならない．

９

rfZノX=おﾒ"vγ=蒲乃〃この隠合X(D争劃ま指丞至要す．
但し損信耀援の．場合はX=zi5＃"万岸〃'"/〃

紗ﾉ隅肉桶彊泡行う場合は3=だ7-但し兆・.廷超え底い二と
Sの寸法はその都戻指示を要す

i'Cﾉ7=".狐上の中厚切に適す
/tZ）効垂＝"％、‘

iこと.Sの寸法
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Pを除き底部竜だく“拝那参してから吃ﾉa化ｽ′ﾙ雁57汗4
1裏熔接議テう

ﾘの碆手碓近'"""I二1乍婁の腫害に蔵る丈うな櫓進物《〃悶失ｲR
があってはならなL）
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ｲαﾉX=〃抑洲但し槙向熔陽の場合はX毒姫1""・二の場合
Xの寸法は指示を髪す庁=姑．ｶﾉw

めノア=蕗以上の中厚物i麺すマ
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("ﾉ効率＝〃％

"ﾉ底部にβ臼切wひ7FMSｿ‘"のかか畠所に使用しないこ'と
吃ﾉ周刀e"ら〃〃C7-に対しては不可
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r@ﾉ.X雪勿》"〃．但し壜向鱈捜の混合;:X=ガ》"1Vこの場合
xの寸法は拒示昼委すパ筐″;"〃､S､=蛤ア
，但し謂を超之廠い二と､Sの寸懲域椙示を要す

的ﾉ7菫簿以上の古厚物に適す

必ﾉ効率＝/〃％

itZﾉ高度の刷刀“鱈,〃州”に域よく潅'、．
(βﾉ底部をよく“/"yj""してか．も隅肉熔俵を袴うこと
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fe)底部をよく“/f凋肋’.してから隅肉熔接を行うこ造
〃ﾉ摂応蝿陵の肘Iま_hi則の板に厨先乞と_蚤ごと

k<Z).X=35X""イ旦し掻同蜷接以外にお'穴はスマタ》"〃と

してよい､この』島合xの寸法は指示を要すノ?弓かﾉﾙv
’イ6)た形'以上の中厚物に過す！
(C）効率="X底部Iこβ凱り/A俗疋沁""のがｼ､る場合は不可
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諺本機は農漁村に、諾工場に、船舶に盛に使ﾉI1され

三相電動機を焼損より完奎に保談されますので、

絶讃を拍して居ります。

是非一度質際に御試用願ます。

御照會あり次鍬挽明書を差上ます叉榔要求により

ましてはml:貝が現品見本を持参御説明申上主か
／ コー“
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明和電機株式会示土
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１

－船の科学一
於

却用船舶を建造している諸國の中建

造量の大きなものから述べると，北

米合謙國249,179GT,スエーデン

244,.075GT,オランダ182,516GT

等である。、

海外諸國〔英本國以外の）で建造

中船舶の中，工事の中止状態にある
ものは30=25,961GTである。（第
1表註参照）

全世界で建造されている汽艘及び
､発動機船は（ドイツ，ロシア，支那
は含まれていないが)合計4,394,768
GTで，その45.4%は英本國及び北
,アイルランドで他の54.6％はその他
の國狩で建造されている。

本四半期について見ると爽本図及
び北アイルランドでは248,696GT

の汽船及び発動機鋸が新に着手され‘
301,941GTが進水し363,780GTが
竣工した。その他の國々 の合計では

424,853GTが新に着手され'4"
218GTが進水し,569,216GTが竣
工した。

］2月末までの四牛期において英禾
國及び北アイルランドで建造中の汽
船は754,823GTで発動磯船は1P
239,368GTであり，一方英國以外
の諸國では,同期中の這鼈中船舶の
中850,:8jGTが汽船で,1,549,794
GTが発動機船である。

’2月末までの四年期において，全
世界で建造中の船舶の中6',000GT
から8,000GTの間にあるものは汽
船19隻，発動機船53隻,8,000GT

から10,0COGTまでのものは汽船17
隻発動機船54隻,10,000GTから
15,000GTまでのものは汽船25隻，
発動機船78隻i,15,000GTから20,
00OGTまでのものは汽船32隻，発
動機船13隻で,20,000GTから30,
00OGTまでの間のものには汽船6隻
と発動機船4隻が含まれている。
全世界において1,000GT以上の

建造中油憎總は,汽船.発動磯船合
せて174",1.924,333GT午､船41

’世界の銅船建造壯況

No｡4

１
１

植村正男

船量は（第6表）の通りで1946年3

月末と比べれば約100,000Tの増加

であり，1949年9月末と比べれば約

7c6,000盃の増加となっている｡．そ

して，英國での全建造量の38.0％

を占め，その中にはノールウエー向

324jl66GT,アルゼンチン向|96,403

GT等を含んでいる。12月末四半期

中に18隻111,958GTの外國向船舶

の建造が新に着手された。

12月末における海外（英國以外の

諸國)の建造中の汽船及び発動機雛
は2,400,577GTで前回の9月末に

比べて111,945GT減少している。

前回の分にはドイツ，ロシア，支那

ほ含まれていなかったが今回におい
てもまだ矢張り保留のま･まである。

海外における主要建造園は次の通

りである。北米合衆國512,787GT
フランス422,046GT,オランダ301,

506GT,スエーデン297,325GT,

イタリー214,410GT,デンマーク

132,129GT,日本120,416GT,ス

ペイン109,347GT,(本年3月末に

おける日本の総燵造量は396,000G
Tであるから次の四牢期では世界第

4位となるであろう｡）

第6表から次のようなことが分る
つまり英國以外の諸國では，その建

造國以外の國繍に登録豫定の船舶，

（つまり職出船）或は費却用船舶と

して971,555GT(これは英本國以外
で建造中の全船舶の40.5％である）

が建造されており，その中にはノー
ルウエー向293,696GT,パナマ向

179,100GT,アルゼンチン向152,
500GT等が含まれている。
英本國以外で，上述の鰯出或は斑

まえ，がき

今4半期分の建造妖阪はロイドの
調査報告そのままを燕課してみるこ

とにする。参考までに本調査報告書

が完成するまでの経過を証明すると

先ず各國に駐在するロイド獄会の検
査員を邇じ，その國で建造中の船舶

で100GT以上のものを調査し毎4

年期末現在の状況をロント．ン本部に

集め，そこで整理集計するので大体

次の4半期の初旬に入手出來る。我

國においては検査員の行動が自由で

ないので，日本の諸統計は日本政府

発表のものと一致している。全毒す

ると勢い，英國本位のものとなって
′

しまうが，今回はわざとそのままに

する。今回のものは昨年12月末まで

の4半期分であるから，日本に関す

る統計は，第5次船が既に始ってい

る現在と相当な開きがあることを念

頭に入れておいて見て戴きたい。

’ ’

１
１

1949年12月末の四半期

ロイド調査報告

ロイド船汲協会の調査によれば，

昨年12月末現在における建造中の汽

船及発動機船は，英本國と北アイル

ランドについて見ると，前四半期に

比べて,101,026Tの工事量の減少

となっている。今期の合計は1,994,

191GTで，これは1921年]2月以來
の最高であった1948年6月末の合計
2,243,703GTより249,512GT少い

12月末において，工事中止の状態

にあるものの合計は1,180Tである。
外國向或は賢謙用造船量（英國に

ついての）は多少減少した。この造

I
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第3表建造中の汽船及発動獅合の船型，
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一船 の科學一

第7表1949年12月末の畔期中において着工進永､竣工Lた汽船及発動機船
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笑本国及北ｱｲﾙﾗｼｲ灌進中の推進墨を符ﾌ-(VKV船舶は下記の通りである
着工・ア6隻“竿’タア
進水26隻畷〃9芋67
職工29隻亀望“667

隻621,53iQT,発動陵諾133隻1,_43.8%に当っている。これ等の油榊T.(68.8%)はロイド船級協会の検
302,802GT)で，これは前回の9船の中89隻951,966GTは英本國及査の下に建造されている。その中英
月末現在と比べて16,166GTの増加び北アイルランドで25隻425,488G本國及び北アイルランドで建造中の
となっているが，これは主として英Tは北米合錬國で22隻]88350GTものは,1,832,425GTでこれは同
本國及び北アイルランドで57,581Gはスエーデンで建造されている。地で建造している全建造量の94.9%
'r,スエーデン41,850GT,フランロイドレジスター及びプリテイシに相当する。一方英國以外の諸國で
スで20,980GT等が増加して，一方1。コーポレーション(B.C.)に船は1,132,488GT(47.2%)の船舶
北米合節國で102.824GT"職少し級登鋤の船舶については12月末現在がﾛｲ‘聴汲溌会の検査の下に建造
た結果である。現在の油槽船の建造において，全世思を邇じて建造中のされている。（運輸省酷舶局）
澄は，全世界で建造中船舶の溌計の汽船及び発動機船の中3,024,913G
I今･』1,,001陛一＝』'『Ⅲ加塵垂;118"1-118Ⅱ''一liiI冊I…州畑軍国1ⅡⅡⅡーIⅡlⅡi-IⅡⅡII-IIIIm1＝IⅡItIl-IⅢtM＝Ⅱ1110個－0，MⅡ'‘－－0，叩Ⅲ･･画､･''''81匡画Ⅱ181ⅡーInlt唖＝＝o8U8IlI…181111FI11111n

船舶電氣装備
A.5.400頁定価450円（〒35円ノ

劉鱈撫黙鵜齢蕊閉麹鱈
船舶技術協會
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海 運統計の内容と意義
命

前川 仙太郎

代統計思想に合致する推計学と称せ

られている。わが増山元三郎博士

は，これを祁述し，氣象学，賎学，

生物学，経済学等の分野にも進出･し

て各界の有識と提携して決定的成果
を塞げつつある。獄に原子爆弾によ

る死亡の解折にはアメリカのデーミ

ング博士が，又生物についてフオス

ダー博士が；讃嘆を惜しまなかった

濯著明になったと，曾て朝日新聞で

報導じたが，從來，支配していた全

数検査的傾向のあつだ自聴統計は，
急速な韓換をなし総理府を始め，各

聴に具現される傾向にある。紙計制
度の改善が期待せられるところであ
る。‐

も，或は，調査磯構を確立し，或は

調査方法を機械化し，又國民の統計

に対ずる潔識も,極めて深いものが
あると聞いている。アメリカ軍の各
陰にはM.R.U(MechanicalRes-
earchunit)なる小部隊が附属して

居り，これが進駐早埒爆撃被害統計
を作ったが，僅か二箇月で完成して
占領政策に費したと聞き及ぶが，ま
ことに驚嘆に値することで以て範と
なすべきである。わが図の状況は如
何元來綴嶽は調査に多額の費用を要
し,.殊に大規模な悉皆調査等の場合
の如きは到底これが失を償うだけの
利得がないから由來民営に適せず，
概ね噴臆統計に委ねられた。而も，
統計1乍製の機敏化も不充分，且つ統
計技術も一灘を輪し，集計発表も遅
れ勝ちとなり，結果，統計の生命で
あるべき，正確と，迅速とに齪くる
ところが妙くなか？たのみならず，
官聴統計は，概ね行政目的のために
作成せられ，一般の利用を瀞じない
憾があった。今次の戦霧で自他の猜
勢を探究する上に，絶対に確信を措
き得た養料に依存して推進したか否
か，誰が断言し得ようか。敗因をも
たらした重要な原因が，仮りに，こ
こに存したならば，長恨これを久し
うせざるを得ない。固とわがf.計は
溌逸の流れを汲み，全数の調査を行
う言わば静的実魁調査で，英國のフ
イツシヤーの提唱する智本抽出によ
る推計理論に相対している。後者は
成るべく限られた賓料よりの誤りの
少い方法で推定して全体の方則を求
めんとする動的実態調査に属し，近

－23－

緒言

白太海運は，維戦以來篭雛の途を

歩んで來たが，更に角，戦後の臓出

貿易は順調に伸びている。見方によ

っては海運の一般慌諺は，騨著な

立直りを見せている。

曰く，裸蹄船より定期傭紹への切

替え，800噸以下の自営，第5回造

船計謹，戦時際難船A型の改造，殊

に油鯛船への改造，船即運営会の護

止,ローガン方式による職出入貿易

の搬大並びに正常化，特に邦船積の

保証等々 。然し何と言っても，奮臘

より，民間儀出に対する俶限が原則

として纐匪せられ，本年一月から民
間獄入の実現を見るに至ったことは

日本の外國貿易体制の謹期的なる変
革を意味し，海運の振興に，一道の

光明を加えて來たと看取せられるの

は事実である。この際政府の海運対

雛は維固たる信念の下に施策し，國

民亦，曾ての世界第三大海運國の地

位を願い，燃ゆるが如き熱烈な協力

を求むるもの切なるものがあり，こ

れに配するに，質実，剛健，素質優

秀なる船員の努力を侯つこと亦大な

るものがある。この鵬緒舶総員統

計と，造船，造磯統計が，統計法の
規定に基き指定公示せられたことは
復興画策逢行の基礎を固めるよすが
としてまことに幸とするところであ
る。注'來，文明諸國では，能く各船
の統計を整備しこれによって國力を
計り避策の周到を期している。戦前
猫逸，ソ聯の産業計避は，糖密なる
統計の上に基礎を置き，他の蒲國で

法令の麗系

昭和22年3月法律第18号を以て統

計法が公布せられ，同年4月統計法

施行令(勅令第164号〕－ミの勅
令は，昭和24年5月政令第103号を

以て壁面的に改正せられた－が夫

為公布施行せられた。昭和24年12月

献計委員会は，本法の規定により指

定縦計として，紹舶船員統計（指定
紬計第28号）及び，造船造磯統計

（指定統計第29号）を告示（統計委

員会告示第10号）して，運轍大臣が
統計作成の賀に任ぜられ，本年3月

3日運聴賞令第13号を以て，錯舶総

員統計調査規則，同省令第14号を以

て，造艘造機統計調査規則を夫々公

布，2者共公布の日より施行された

統計法の施行により，蚕源調査法そ

の他本法の根鰈となった他の法律は

溌止せられ，以て統計調査の重複を

▽
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劃･除し，その体系を整備した。

目 的と意義

統計調査の窮極目的は,國家祇会各

磯の現象を卿察して’その発達消長
の動を表顯す．るものであつえ，將來

施設の指針とすべきものであるばか
りでなく，又学術研究の:堆礎ともな

るべき.ものである。雌単に，計数を

列ね体裁を整うるのみを以て足れり

とすべきでない。その調査は迅逢’

的,雛で実用,に適するものでなければ

ならない。統計法施行以來’燕の目

的の下に30の統計が指定せられ國家

復興施策上に一段と必要性を増大し
た，諸計謹並びに，その通用の基礎

表料となるべき統計を，編整すべき

を明らかにした。然し，各官鹿が，

必要に鱈じて区為に調査を行い雑然

と多数の統計報告類を徴股するとき

は第一線の生産阻害の原因となり，

叉調査指当者の負擢を加重し，調査
を麻嘩せしめることとなるので，

力めて各宮公署の統計調査の認合一
元化を圃り，綿羅的調査の結果表
を的准，迅逢に編整，活用し得るよ
う施行せんとするものである。凡そ

率の成否は必ずや統計に多大な興題
をそそり，関心を畳えざるを得ない
文鐵の昔，秀吉征明当時，'わが總人
口は，1,800万，兵力33万（綴人口
に対し1.8％）の内，外征兵力は13

万（總人口に対し0.7％)で内地で
20万（総人口に対し1.1％）は幌邊
穫船不足と，海戦の不首尾で脾肉の

数を1脚っていた。明治37，8年戦没
には，わが綴人口4,750万,兵力109
万(總人口に対し2-3％)汲満兵力
100万（總人口に対し2.1％）残り9
万（穂人口に対し0.2％）は内地警
俄について周知の成果を得た。須ら
く國力を象徴する労働力，物養及び
義金とは統一總合的に，恰も一家の
濡動が，時と，場所と数量が事の宜
しき組合せに於て，一個体として無

碍に運行するが如く，國家活動も亦

かくありたい。それに期待するに
げ句』一

は,常に木目的に副う,-眞に血の邇‐

う，生きた統計が要求せられ.る・海

運迩策についても，上述の目的を達

するために，既に港混調査,､船員勤

蕊統計調査及丁，海難統計が指定せ
られているが，船舶及び船員の熟熱
度，年齢,･経験等,･並びにf-造船及

び能率的に動かすための,造偲畿賊
設備その他これに関連する重要項目

について，船舶総員，造諾造機の統
計調遊が，次の二の調査形態によっ
て組識されたが,･実質的には四つの

調査を識成することとなる。更に，

近い將來，職遥実績調査等の如きが
海事統計の重要なる二として指定せ
られる趨禦が察知せられる。
･A雛舶船員統計調査

B造船造機統計調査
Aは，年~･回,船舶,･船員の実態

に関する重要事項を調査し,･その内
容’構成；年間の異動等を明らかに
まるもの。

次にBは『毎月造紹，造磯事業の
分布及び活動の実態を明らかにし，
以て海事統計の穏職たらしめんとす
るもので,この二つの大調査が,窮
極自的に向って統一体系週.られてい
る。その調査要倒を次に握げる。

調査要綱

('）調査客体の範園
A船離船員統計調査
(1)'船舶洞盗は，日本船舶で左
に掲ぐる船舶以外の船舶につ
いて調査する(註一〕。尚この

船舶調査が指定統計となった
に伴い,船舶運抗管理令(昭
和24年1月政令第26号）に繋

ぐ船舶調査はこれに吸收せら
れた。

（イ）瀧噸数5噸未満の郷白，
（ロ）端舟及び棚樋のみを以て

運卿し，又は主として櫓穂を

－－－24－－
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以て蓮鱒する艘舶，

（ハ）漁船(註ニノ

(2)船員調査は,日本紹舶，日
〆

本船舶以外のもので,旧本鐇
舶を所右し得る者が，借入れ

た船舶迩儀大臣が指定する

船舶に乘弧む諾長，浦員並び

に譲備員について詞斑する。

但し，左の船舶乗細者はこれ

を含まない。

（イ）紐噸数5噸未満の鋸舶，

（ロ）渦I川又は進のみを航行す

る船紺註三)，（ハ）瀧噸数30

噸未満の燕船

（3）官聴又は，地方公共1噸体が

自ら使用する船舶及び，これ

・に乗組む船員については本調

査に準じて各当該機関が行う

筈である。

B遥船造機統計訓薩

.(1)造船調査は錨造船所，叉は

総噸数20噸（糾噸数の定のな

い艦については，長さ15メー

トル以上）以_この木紹の製造

設備，又は入漿設備若は上架

設備を有する工場，率業場に
於て製造中又は,製造若は修
繕竣工の船舶について調査す
る。

（2）遥磯調査は,常時10人以上

の従業員を使用する，舶I11"
関等の製造，修繕工場に於て
調査する船舶の型造及び修理

．・業を営む場合であっても，こ
れに該当するものは,調査の
対象となる。舶用機関等につ
いては；別に省令に種目が別
表として定められている（註
四)。

（註一

日本艘舶とは，汽艘，機帆

艘：帆船を言い,､演船は磯城
力のみで速航する装置ある紹
舶機帆船は賎独力と帆で運
航する装置ある船舶,帆船蟠

1

■

■
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帆を以て運航し機関を有しな

い船舶である。

（註二）

、漁船とは左に該当する船舶

を言う。

（イ）溥ら漁猟に從事する船舶

（ロ）漁猟に雌事する船舶で，

漁腫物の保蔽又は，製造設備

、を有する船舶

（ノ）．ら漁猟場から漁謹物又

はその化製品を蓮搬する船舶

（二）等ら漁業に関する隣，

調！喧，指導若は練習に聯事す

る紹舶，又は漁業の取錦に従

‐事する贈舶で漁猟設備を有す
る船舶。

（註三）

港のみを航行する船舶の具体

的 認定騨櫻瞳

（イ）同一の港の区域内のみを

縦行する船舶

（ロ）その主たる任務が同一の

港の区域内にあって，例外的

に潅の区域外に航行する船舶
（ハ）その主たる任務上，一の

温の区域と港外若は他の港の
区域とを航行する船舶は含ま
ない。

（二）港の区域は繼域法（昭和
28年法律第175号）別表に規
定する趙については凡てその
区域とする。但し右別表に規
定する区域に依り難い左の諸
港については’昭和23年蓮騒
街告示第192号に掲げる区域
とする。

聴釜，京浜横挫鍾，武普，
似木束岩潤，坂出尾道糸崎，
徳山下機，境，米子，安來，
松江’関門一博多，長崎，佐
世保，大阪，紳戸

(註四）

造機調査に関する舶用激関種目
（1）焼王機関，デイl__ピル機関
電蒜護関，蒸氣レシプロ,蒸

一 一一一 －

氣タービン，丸ボイラ（堅ボ

イラを含む）水管ボイラ

ー(2)ウインドラス，ウインチ，

ムアリングウインチ，送風機

邇風機，かじ頭機

（3）回鱒恭ンプ，直動ポンプ，

クランクポンプ，室氣歴繊儀

蒸発器,蒸留器,補助コンデ
サ，給水加熱器,重稚肋ﾛ熱器

潤瀧油冷冒雄器，清水冷去l器，
給炭機，油たき装置，次上磯

冷凍機,稀機用焼玉機関,補

機用デイ･一ゼル機関，補職用
電着機関,舗機用蒸氣レシプ
ロ，袖機用蒸氣タービン

（4）発電機，電動機

（2）ヨ告義務者

船舶調査は,総舶の所有者共
有船舶の管理人及び船舶使用者
が申告する。船舶使用者とは調
査のI聴明に於て，船舶借受人’
期間傭離の僻船者,､通航受托者
及び,國有財産である船舶の貸

七

附を受け又は一時使用を註可さ
れている者等を指称する。船員
調査は船員の使用者,造船造燐
調査は，造船譜は造機工場，事
業場を事実上管理する責任者が
味告する。一ユ場で，造船，造
機を歌れている場合には個冶に
琲告すべきは勿論のことである

（3）調査事項

（1）船舶調査について
（ィ）船名，（ロ）船舶番号'(ﾊ）
所有者の住所氏名(名称)'(二）
船籍瀧及び運航恨擁地,(水)･娩
行区域，〈へ)船質船種用瞳船
型(註)，（卜）機関の種類及び
馬力，（チ)速力，（リ）船令’
（ヌ）総舶の使用状態’（ル）乗
組員数（湖，川又は,篭のみ
の，戯行雛舶乘遡員を除く．）

（2）船員調査について

（イ）船員の数，（ロ）殻員の年
鋤（ハ)船員の職秘（二）船

一一‐痴一一室

〃
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員の給與

(3)造船調査について

（イ）工場の名称及び所在地，

（ロ）事業の種類，（ﾊ）製造鋸

舶要目(註)，（二）修凝船舶内

容，（ホ)飴舶造修用主要蚕材

の品名，入手量消養量及び月

末在蘇量，（へ)從業員数

(4)造磯調査について

（イ）工場の名称及び所在地，

（ロ）事業の種類，（ハ）舶用溌

関等の製造高，月末在藤高座

ぴ修繕高，（二）舶用機関等の

造修用主要賓脇の品名，入手

量，濃費量及び月末在睡量

（ホ）従業員の数

'（註）

船舶調査事項中の「船種」

と「用途」及び造§翻在事項

・中の『製造船舶の船種用途』

の分類

1．船穂は左の4分類に分ける

（1）汽船，磯城力で運殿す

る装置を有し，帆で遮

航する装麗を有しない

船舶

(2)機帆鵬機賊力で通航す
る装置及び帆で通航す

る装置を有する船舶。

（3）帆船，帆で運航する装

置を有し,鱗賊力で運

航する装置を有しない

船舶

（4）艀舟その他雑艘，浮綾橋

一淡喋船,皆船渠等の類
2．用途は左の3分減に分ける

（1）臘船，特劉船及び漁船以

外の船舶で，人又は物の溌

迭に適する職造又は設端を

有する船舶で，更にこれを

左の4つに分類する。

(A)貨物諾，貨客船，客船，

油梢船以外の船舶で，

隻物の繍遥に適する榊

造，又は設術を清し且

’

－
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つ13人以上の旅客收容

設逓を有しない船舶

(B)貨客紙,13人以上の族客

收奏設爾を有し，且つ

貨物及び族客を溌遙し

・得る椛造，又は設術を

有する船舶

(C)客船,13人以上の旋客

専用繍遥に適する秘造

又は設脆を有する船舶

(D)油槽船，油願又はその他

の液体貨物の散荷艤邊

に適する職遥又は設

備を有する船舶

②特謝艘，専ら左の1に掲

げる用途に使用する綣舶，

、鐵道速絲用，航海練習用，

監覗用，數難用，消防用，

引船用．迩船用，農艘用，

汚物運擬用，氣象靭測用，

淫肇巡回用，防疫用,測量

用，給油用，給水用，ケー

ブル吸設用，淡喋用，修理

工作用，その他の特珠用

（例えば遊麓，捗樂等）

(3)漁船，前出（註）参毒
調査機関

の承認を得て，事務職員中本調査

の事務に従事せしめられることが

ある。

(5.）調査方法及び実地調査

晦運局長はその管轄区域を適当

の調査区域に分割し,調査員の調

査擢当区域（船舶船員調査区又は

造船造機調査区と指称する）を定

める。而して調査は凡て官給の調

査票用紙によって申告者がこれに

記入して行う外，統計法第13条の
｡

規定により，特定事項(註につい

'ては，各調査執行機関は実地検査

し，調査蓑料の提供を求め，又は

関係者に質問することができる。

この場合,調査実施者には,その
身分，職務執行期日並びに調査目

的を示す実地調査証が交付せられ
る。

（註）

実地調査事項

（1）船舶調査について

（イ）船質，（ロ）船種，（ハ）用

途及び船型，（ホ）船舶の使用

・ 状 態

（2）船員調査について

（イ）船員数，（ロ〉船員の給與

""-に辮裳謹鰯:|_…風-副“
運鐵大戸は，木統計作成の賞任

者である海運局長を指揮監督し，

漁迩局長は管躍区承内の調査を直
接執行し，又は海運局支局長若は

港滝替理事務所信を指揮監督する

禰迩局束京支局長は，行政上の特

例掻置により流通局長と同一の権
限を附典せられ，迩嚥大臣の直接
監督下に遡かれる。統計法第12条
に定める統計調在員は，上記各溌
関の指姉監衡を受けて，擢当調塵
区内に於ける関係の諸殻事務を行
う。この外’統計法第10条に定め

る統計圏以外の者で，統計委員会

（3）造船調査について

（イ）製造船舶要目，（ロ）修繕

離舶内容，（ハ）従業員数

（4）造機調査について

（イ）製造高（ロ）月非在庫高

（ハ）修繕高，（二)‘事業種傾，

（ホ）從業員数

（6）調査時期

船舶船員調査は，昭和25年6月

30日現在を以て行う調査より侮年

6月鍬現在で行い，造船造機調査

は，昭和25年4月30日現在により

病う調悠より毎月永日現在で行う

（7）瀧果表の編戎方法,期間及び
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保存
船舶紹員調査は海運局による地

方分査の方法により，調査実施年

の10月31日までに集計し，蓮諭省

に於て，翌年1月31日までに全國

集計し，3月31日までに，その結

果を官報，又は海事統計年報その

他により公表する。造船造磯調査

は，毎月分を地方分査中央隻計の

方法により，調査時期の三箇月以

内に前記同禄公表する。凡て罰獄

表は10年間，調査票は3年間，保
存責任者に於て保存する。

（8）調査票の使用

指定統計を作成するために，隻

査された調査票は，これを統計上

の目的以外に使用し得ないが，造

船造機調査票は特に，運輸省及び
寺地方海運局に於て，需総調整を必

要とする物資の割当又は配給に関
する事務を行うために利用し得る
ことに統計法第15条の規定により

統計委員会の承認があった。

結言

邦家復興の要諦は，國内態勢の如
何に在り。これを薙礎付けるものは
國民各個の態勢に懸る。國民は，こ
こに思を致し，國力の培義が，直ち
に自己の努力に畢寛する所以を自晃
して國家と有磯的なる一体として，
行動することを深く認識すべきであ
る。凡そ國家が.國策逢行の目的に
秘って，自由無践に行動せんには，

國民に対し，ある程度の義務を課し
活動を制掘し，非協力者を所罰する
も亦己むを得ない。これ等の捌限乃
至制裁は実は睡制でも將又非民主的
でもない畢寛するに，國民各個の行
動を整頓する所以である。その本質
は‘同であり，推進であり，各個人
が國家に対して風に有機的関逃性を
有つ所以で這る。

（関東海運局東京支局庶務課）
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時恰も大正二年，陽春の光を浴び

てわが･「かなだ丸」は，長崎三菱船

渠で約一ケ月近くの定期検査を維了

維内船側共に隈なく水々しいお化粧

成って，北米定期航路就斬の爲，横
漬メリケン波止場に廻航して來た･

今日はアメリカへ向けて出帆の日

だが，解溌の時刻も迫っている課か

フアーナー（煙突）から簔々 と叶き

出す，どす黒､煙は，晴れ渡る青室

に千々と流れ港一面に棚引いていた

僻しの古郷や肉身朋友と永の別れを

推しむ乘客の群れも，何となく落付、
かなし､で舷側や，陸橋を右往左徹し
て出遊の慌しい溌相を繰り展げてい
た。

とうとう船は日本の土を雑れたの

であったが’眠ったような海を静々
と走りゆく夜の船路は，静寂そのも
ののようで，雌かに僻うるスクリュ

ーの;'かな香は’そぞろに淋しさを
深めて行くのであった。船出の晩は
どのキャビンもお審逹の疲れと物思
いにひっそり閑と静まり返ってい
た。春とは云いながら夜空にそよ吹
〈汐風は，中々 に寒〃として肌にし
み込む思いで，室外には人影も途縄
えていた。其折上甲板の右舷邇路を
た竺たどしい足取りで，必齢の女性
が虞そうに1･=lい鴎を繰深くう必て，
薄の手は袖の中で胸にあてがい四
方をうかがうように単の職rの香を
忍ばせながら，ふと角にあるクラー
ク。オフィス，乗インクワイヤリー。

、

ご

一寓虞結婚＝＝

嶌眞』結婚

和辻．蒜樹

オフィスの前に少時佇んで，何か購
踏ふ風.だつたが,､朧て意を決してか
ドアーをノックした。室内には一人
の若い，元氣一ぱいの青年事務員が
頂新しいユニフォーム姿で’今しも
タイプをはずませ，リストの作製に
餘念が無かったが，ノックの香には
つと氣付き，打つ手を止めて習慣的
に，

「イエース」

と答えた，件の女性は何だか申涛無
さそうにしていたが，静かに戸を開

〆

い て、

「どうも爽中お仕事中をお騒がせ
して，何とも申課御座いませんが
実は一寸折入って御尋ね申度い事
が御座いまして御伺い致しました
御差支えは御“､ませんでしょう
か｡」

と云って青年クラークにホホ笑みか
けた。

クFそうでしたか，だが一應女事
務員助手に断って來ましたか｡」
女「はあ，監督さんに此処を教え
て頂いて参りました｡」

としとやかに室の一隅に立っていた
本船は北米定期航路六千雛の貨

客船で，当時は富眞結婚制がしかれ
ていたので，一快の篇虞を胸に穂い
て華やかな異國の日常を唯一鮫に，
然かも未接の未來の夫電を夢見なが
ら，主として地方出の単濁女性が三
等船客の大部分を占めているのが常
であった。その篤に本航胤船は本船

－27－－

始め僚船五隻も'，教義ある年配の女

事務員助手，別名貞操監督を配乗さ

せて，航海中は勿論着港引愛し迄，

軍濁女性室の監督,教義‘相談等に
任じていた。いうまでもなく事務室
を訪れた例の女性も其一人である－
とには間逢いはないが，唯他の女性

と塑る黙はどことなく教養を身につ

けていて，言葉の端々にも都会育ち

を思わせるものがあった。

ク「ああ，そうでしたか。まあ御

轍.け下さい｡」

とソーフアに招じながら，・

ク「一体どんな御用事ですか，難

かしいことでしたら，パーザーに

話しましょうか｡」

女「有難う御座います。実は私京

都の者で幸田佳子と申しますが，

此度澗山の親族の知己の方で十数

年前度米なさ･れ，今は果樹農園に

大成功を收心て立派なお家を持っ

て日常壁にお暮しの際で，是ﾖﾄ学
校出の女性を探して欲しいと相当

の礁蕊と支度金と怠眞とを送って

來たので，又とない好ぃ溌会です
から是非にとすすめられ，兄姉の
弧い反対を押切ってこのお雑で鹿
島立って参りました。がさて船が
港を出ますと何だか不安になりま
すのと，それに同室の方倉が皆
田蒜出の方ばかりで，いやなお話
ばかりで騒々 しくて･鬼備知識を藷
えて置く爲の読書すら落付いてす
ることができず，監督さんに色々

’
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お伺ひ，お相淡致しましたが，未

だ後十二三日も航海が続きますか

ら追狩お話も致します｡それに始
めは皆檬誰でもそうですが,･日数
が経てば直ぐに馴れますよとおつ

しやって笑っていらっしゃいまし

た。実は私がお若い男子の方に卒
直にお河ひ仕度いのは，あちらで

度冷御上陸になって直接御見聞遊
ばす邦人方の御仕事や,御生活の
歌藍が承り度いと存じまして，パ

ーサーではなく御~苫いあなた様の

御観想を是非御開かせ頂き度いの

です。何卒御迷惑ですが御願い致
します｡」

とやや小首をかしげてクラークを見
守っていた。始維をタイプに唄きや〃，

りながう獣々 と聞いていた彼は如何
§こも困ったという風に右手を頭に上
げて無祁氣に彼顔一笑。

ク『やあ。それはよわりましたな
あ。一体そんなことは･篭の畑ぢや

〃

ありませんや。口ばしの黄色い葵
の見界なんか問題でないと思いま
すが｡.然し_】

と彼は狩角の顔みを無下にも出來誘
と思ったか，又彼の持前の正義観も
手僻つた上，対手の.i'蠣さに引入れ
られて徐ろに話し出した。

クr正直のところ私の見た所では

大部分の在留邦人は,朝に夕に孜
狩として鋤し､ているのか通常で梁
をして擬している人は極く稀です
そういう人は怠け者として除り好
感を持たれていないのが事実です
、今日迄の地方から漉航された数多
くの皆い女性達は，多くはたまに
見た外國映避の華やかな場面ばか
りを心に識いて，北園に戯れる蝶
の撰な梁しい夢に瞳れて行ったあ
げぐ’其処に待ちもうけた色為の
現賛の悲哀をかこっている人のあ
ることです。炎女のように既に何
醗にも理解を持って居られる方に
は大体御想像もつくと思いますが

クrサンキュー，君済まないが後

でこの方を婦人室へ樹鯉れして呉

れ給え｡」・
給「ハイ承知しました。後を引き

に参りますから｡」

と立去った後で，

ク『サア何卒」

とコーヒ.をすすめてから，自分も馴

れた手付きで一口咽】侯をうるをし，
ク「失禮します｡」

と．シガレツ1､に火をつけ先づ一服，

うまそうに輪を吐いた。彼女も一寸
会鐸してから，

女｢頂きます｡御船のｺー ﾋは本
当においしゅう御通います」

観仕事の最中に長らく樹冴|蝿しま
して何とも申課御座いません。御

蔭標で氣分も落付きました。これ
．で失謹を致します｡」
と立上った所へボーイが茶群を下

げ秀々 迎えに來たので，青年事務
員はにこやかに

クrどう致しまして，大船に乗ら
れたのですから，安心して今晩は
ゆっくり好き夢を見て燭鑑みなさ
い。方綴なら。」

二人の委が下甲友の階段に消えたの
を見遥つた。彼は心に思うよう今か
ら、愛航する女性,香男性何れもが，
みんなああ云った心がけと信念を堅
持して努力すればもつと邦人の信望
を高め引いては敬愛されることだろ
うと，ポ噸な氣待ちで少時瞑想して
いた。

夜はいつしか百八十度線も夢の間
に過ぎ’春らしい航海に悪まれ，幸
さしたる荒天にも遭遇することなく
Ⅲ'調に針壌を航走繼続することが出
來た。

明朝は愈々 難定近くにタコマ港の
ミルウォーキー・ドックに到蒲の運
びとなった。例の事務室では.航海中
多忙そのもののように,引続き鯵し
い各聴其他へ婚Mのタイプとハン
ドの雷願を加く仕上げて明朝の入唯

要するに總ては建設的の溌跡と万

難を排して協力の上に立上る弼固

な信念を堅持することが，この壮
途を有意義に導き，且幸頑をかも

す唯一の道と信じます。然'しこれ

は巽自身の卒直な考え方です。そ

して対手方が貿女の巖な方である

場合にのみ話す言葉です。尤も当

初からこの言葉が唯の杷憂になっ

た場合はこれに越した結撒なこと

はないと思います。筒それだから

と云って此後も何の御心配もあり

ません。米係官は女性に対して充

分の理解と保護の儲祁を持合せて

諸事を取扱って居られちことを其
都度見聞している私は，常に啄敬

の念を持って居ます｡」

と附加えた彼の頬は心なしかやや紅

潮していた。この熱のある誠実のこ

もった言葉を好もしげに而かも信傾
感を持っているように，熱心に耳を

低けていた彼女は次第に明るい藪に
甦って，寧ろ希望に麺いたようにさ

え見えた。雅やかな内に力をこめて
女匠その事実，その眞実を承りた

かったのです。本当に有雄う御座

いました。元より私も最初から'准
皮相の好いことずくめを信じて参
ったのではありません。これで私

も安心して航海中のその日そめ日
を，修妻と樂しい希望を持って過

すことができます｡本当l輔しう
御璽います。有難う御座いまし
た｡」．

と何度も感謝と澱の言葉を繰返して
いた6時にドアーが再びノックされ
たと共にメスポーイが鐸をかけた。
給仕r班務員さん御茶を持って参
りました｡」

ク『イェース，御客様が一人ある
よ。」

給【~承知しました。直ぐに持って
参ります｡」，

と引返して行って直ぐにコーヒとケ
ーキとを二人分持って來たので，

、
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な分麗氣がただよっていた。どの室

からかヂヤズの香律が傅わって來

たd後片付けをしていたサルーンポ

ーイが給F御疲れ穰でした｡ウイスキ

ーを持って参りましょうか｡」

ク「いや，有難う。君こそ，コー

ヒの熱いのでもたのもうか｡」

彼は一杯のコーヒを呑み干すとテ

ーブルの譜類を纏めて，

ク「有難う，後を慾むよ･」

と足取も輕<鼻唄まじりでリールーン

を出て行った。自室に闘った彼はボ

ーイの案内で一風呂浴びに行った。

のびのびと浴糖にしたった彼はつく

づく考えた。幸田女史其他彼女達の

上に，しかも祁國日本の同脆の爲に

大なる信望と建設に孜左として努力
･する彼等の上に幸多かれと斬るので

あった。彼は実にさわやかな愉快な

氣分で上陸の用意をしてb､た6
当時の在留邦人が眞面目な一家を

彼地に建設して永久に邦人の地歩を
固める礎石となって，維始努力した
ことを思えば，彼の人達の心意氣に
は縄た敬厳の念禁する能わざるもの

がある。

．．☆☆☆

此時早くも右隣､ンドレールに寄り
集って岸壁に目を見張って立逓ぶ女
性雪ま,今日を晴れと内地仕立の形
取為の洋装に,履きなれぬハイヒー
ルのあぶな氣は詞に氣の青のようだ
各自は例の窟眞を頼りに今しも桟橋
を右往左G量して未だ見ぬ新妻の是れ
又篤虞片手に名を甦呼するドンキー

ポイラーにセーラーパンツ又は一張

羅のスーツ姿に身を固めた老若，未

來の夫，未來の妻，互に求めあせる

姿は実に眞剥そのもののようで，内

でも既に悲喜交冷到るの様相に，職

喜の叫び，悲涙の課と鎧雑して宛然

一片の地獄極樂の絵巻圖をくりひろ
げた感を，一層深めて正観するに忍

びざるものであった。それもその筈
この内には富眞とは似ても似付かぬ
老人で，而も文面とは全く違った風
体で名乘り出て，対手の女性を驚か
し，其後詳しく話明した途端現減
の悲哀に泣きじゃくる糠は，実に同
恨なくしては過されぬことである。
芸りながら時既に遅し，大部分の者
は諦めと決心とを固め，やがてエミ
グレーション。オフイサーの來船に
際し,一應調査の末ｵﾌｲｻーはにα

こやかに柔し<’

オ「質女はこの男を愛しますか｡」
との閲問に対し-〔彼女達は順んに
女「ハイ'愛します｡」

この答に移民宮は満足して’筵れ立
って上陸するようにと許可を與える

に備え，完疑に整備が出來たのて，
氣も心も輕い安堵の時を途る樂しい

一夕であった。船内で調髪も済まし

折目正しい上捧用のユニフォームに

すっきりと身を整えた彼は，航海最

後の梁しいイブニング・ミール後の

一刻を紫煙の輪を吐きながら，遡歩
甲板をコツコツと往きつ戻りつして

いた時‘アダプタと駈け上って來た

人は誰あろう幸田佳子女史であっ
た。思わず振り返った事務員はニコ
ニコしながら如何にも親しいように

ク「やあ幸田さん。お久振りです
な。大変お元氣そうで結購です。

愈を明朝になりましたが前途を心
から敏頑します｡」

女「有難う御座います。お室の方

も惑務室の方も零れて頂きました

が，多分こちらにお出でのように

伺いましたので急いで参りま‘し

た。まあ樹会いできて本当に好か

つたと存じます。弧海中は中冷お

忙しそうで実は御謎慮致して居り

ました。どうもこの度は色々 と御

親切に有難う御座いました。心か

ら樹職を甲上げます。愈ん明朝に

なりましたので御挨拶に伺いまし

た｡｣ク「いやいや，御薩では恐縮
します。不行届で何の御世話も出

來ませんでした。明朝は皆穣御上
隠迄は目の狐る程忙しいので失趨
するかも知れません。何卒樹機
澱よう｡」

と丁寧に頭を下げた。彼女も今一度
最後の目漉をして振返りながら下り
て行った。

詮に時は來た。船ばクワランテイ

ンに差しかかった。徳生状態郷伏な

しの信号旗はメーンマストにへんぽ

んと熱った。検疫官の來船に初まっ
てそれからそれへと入溌手続は手馴

れた調子でスムーズに完了｡本舗は
今日の清泌を戸F獄の思いで待ち詫て

いた数多の人達の群れが交を集うミ
ルウォーキー桟橋に私.付けにされた

のであった。

彼の女幸田佳子女史は,幸にも幾
分かの相違はあったにしても，既に
修養と固い信念の出來ていた彼女に
は，少しも取乱した綴子は更になく
蕊,ろ被女の夫なる人に遮れ添って喜
と々して上陸して行った｡丁度サル

ーンで移民割こ應接していた彼に夫
と彼女が，交,"種の言藻や挨拶の言
藻を残して行ったことは言うまでも
なかった｡,そうして嵐の後の靜けさ
のやうIでサルーンの内は，なごやか

－2 9－－
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實 船 に よろ諸實験，

テー.溶接船金明丸銀明丸について－

（グラビヤ参照）

遼山，光一

’
今

I

一

ウォーターをとらずに適度の吃水をとれるのが望ましい
ので，そうした考えで配置を定むてある。
小型諾では往冷安定性が問題になるが，本船のようなク
リーンタンカーでは將來積むべき油の種類如何によって
は大型タンカーと異ってハーフタンクとなるような稜荷
状態を豫想しなければならない。從って本船の場合にそ
の一般配置は極力トツjプヘピーを避け最も安定性の良い
船とするため前部は低船首極とし前方覗野の改善も併せ
考え，後部は無線室及び電池室の他は甲板室を設けるこ
とをせず居住区は凡て長船尾椣内にとった。且長船烹椣
の前端壁には通路を設けず完全に閉鎖し，安定耐火の保
全を期してある。・

機関室とコツフアグム間の燃料タンクは3区劃に分ち
生磯城用と補助罐用とに分けてあり，機関室後端の清水
タンクも3区劉に分ち2区劃を清水に1区劃を謹鞭水に当
てる｡主機披の前部に補助罐を配置し,薮て後部側,を避け
たのも重心に対する考慮である。主機孤は振坂鐡工所製
の320BHPディーゼルで航海中その排氣は補助腿しこ導
かれ，又主軸躯勤の発電磯によって電源はまかなわれる
からディーゼル発電機を使用するには及ばない。

3．船体構造

本総で特筆さるべきはその船体雄造に全面的に電氣溶
接を使用した鮎である。溶接部の全長は12,391mに及ぶ
ので東京－瀧田川崎間に相当する｡鋲数は総数僅か4,908
本で，これを電氣溶接に置き換えると約540mとなるか
ら船体機造の95%が電氣溶接によって建造された事とな
る。先づ壁溶接船と蕊しても蕊支えなかろうと思う。
かくも溶接を炭く採用した理由を挙げれば，
(a)電氣溶接の使用によってガソリンタンクの湖洩を
皆無ならしめる。

(b)船体重量の輕減を計り載貨重量を増大する。
(d使用翻料の節減によって材料饗の低減を計る。
(d)職遥拠料の寸度が11へ6mmであるので溶接を全
面的に使用しても憂慮すべき峡陥を生ずる倶が少い

(e)最近の建造船で順次瀞接の使用範函が蛾大し熟練
の度を増して來たがj昨年後期CALTExの註文に

、よる12,000tの油タンク他2錐をMr・MORRIS指

1．はしが き．

新聞で見る造船扇は外國船や第5次新造船の建造でい
かにも華をしいようであるが，一面その内蔵する苦悩は
極めて深刻なものがある。船償高の低運賃でとても算盤
&こならぬと云う船主,､受註はしたが赤字赤字で動きがと
れぬと云う造船所，何れも現在当面している悩みである
これ等の悩みは勿論大きな苦みであるけれど又別の見方
をすればこれを打破する努力こそ進歩の犬道である。経
済白書にうたわれるまでもなく我々 の造船技術に於て研
究すべき問題は山翻している。これを一つ一つ打開して
行く所に進歩の大道に通ずる幾多の細道もある。こ．うし
た面で我々 は一技術者としてたゆまな心努力をしている
識りである。今般クリーンタンカー「金明丸｣｢銀明丸」
の新造に当って全溶接機造を採用し船主の要望にもこた
え，又我ﾉ@Fの建造技術の面に於ても柳か斯界に寄與し得
る結果を得たことを喜びとするものであり，ここにその
大要を記述してみることとした。

「金明丸」「銀明丸」は酉協同水産蛛式会祇が協同海
趣味式会祗（祇長長岡英三氏).として海運界に進出した
最初の新造船で，日本鋼管株式会祗鰯見造船所宅建造さ
れた550冴稜のがソリン織遥用のタンカーである｡両船は
全く同型の姉妹船でその船名は蕊峯富士山の金明水銀明
水に由來する。昭和24年12月21日に起工し金明丸は25年
2月25日進水，3月23日引渡を了し，欽明:力.は3月17日
進水，4月15日引渡を総つた。従って第一船金明丸は起
工後92日で完成，第二船銀明丸は115日で完工した鐸で
ある。500噸の,l型とはいいながら建造期間の鮎でも一
マの記録として記臆さるべきであろう。

2．要目と配置の概要

主要な要目はグラピヤ9頁の通りである。
本船の一段配置はグラピヤ8頁に示す｡中央部の貨物油

柵ほ6区顔に分かたれ各油槽の養禰は95～100msで，前
部はポンプ室後部はコツフアダムを介して燃料油タンク
:及び機関室となる。ポンプ室の前部は倉庫とバラストタ
ンク及び錨鎖mであるが室荷航撒の場合このバラストタ
ンクと船首水梢に淡水を磯水して貨物油槽にはバラスト

’

’

１
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く場所を重覗し過ぎる傾向が多い。又そうした所の出來

不出來で船の良否が批評され，船本來の性能や能率が兎

従輕硯されがちである。こうした傾向は全く道憾な事で

あり本顛倒の誇をまぬがれない。こうした敏黙から晩脚

する方針の下に本雑の嬢装は行われ，船価の低減を計り

船主の負担の軽減を考えた。今日のように金利の高い時

代に於ては船主との了解の下にこうした行き方をとるの

が我が國の現状からも必要なことと思う。

零の下に全涛接で建造した実績及その経験によって

冶具の使い方と全溶接構造に対する自信と確信が得
られた。

(f)鋼材が戦後の混乱から柳く腕し材質的にも均一と

なり，溶接朧も改善されて來た。

さて船体の瀧成はこれを数十個がブロックに分ち，各
ブロックを地上溶接で組立て船肇でこれ等のブロックを
組み合せた。グラピヤ中央切断撒造に見るようIこ外飯は
キール,艘衷,舷側に5分し,上甲阪及びExpanSiontrunk
は夫Ar両舷に分けたブロックとした｡從って外叛ば両舷
で42個のブロックとなり，上甲板は11個のブロックとな
る油補内の鱗隔壁は中f,線縦壁で分たれた茜_右各1個の
ブロックに，船体中心線齪壁は長さの方向に2分して2

個のブロックとしてある。これ等のブロックの大さは勿
論船璽の起重機施設の能力と睨み合わせて決定されたブ
ロック相互の接手も總て衝合溶接で,Stringerangleの

上縁と肋骨肋板のブロック接手藤けを鋲接手として残し
た。従って外板面では船尾材の蕊鋼との接合部以外には
鋲は見られない。船首材には特跣､鋼管を使用したので外
板との取り合は総て溶接である。機秘.運，碓憂等も全溶
接職造としてある。

ブロック構成中に溶接によってブロックは縮まるから
その一端は必ず延じておいて現場で切り合わせだ。中央
部から前後部に順次組立ててゆくがこうした全溶接織遥
では得て紐首尾がもち上る結果を生ずるものであるが，
本船では溶接順序を特に注意して実施したためそうした
現象も生じなかったし，それを澱想してコツキングダウ
ンも附けなかった。溶接溝造の場合ズロツク内でもブロ
ック相互でもその溶接順序が最も重要である。本船では
一定の溶接順序の基準を定め,且丹念に適切な溶接冶具
を使月1した。各ブロックの溶接歪又は変形はその都度各
ブロック毎に歪匡正を行った後綜合組立を行う事が肝要
である。

以上のように全溶接瀧遙となった結果所要鋼材の種類
にも変化を生じた。即ち最近の一般的構造による場合型
銀は塗鋼材の20%附近であるが，本船の場合には僅かに
5％で型銀の使用量が普く減少する。又全溶接に近い瀧
造としたため，最近一般の溶接鋲混合の撒造に較べ船殻
璽量で約10％の重澄軽減が可能である。

5．運動性能・

貨物鋸では銭荷欺態をつくって公試迩蝿を行うことは

極めて困難であるが,油糟船では任意の載貨状態として
運韓を征うことは比較的容易である。本船のような小型

油槽船で実際運航に於て生ずる状態は籏荷状態と室荷バ

ラス1､状態との2状態であるので，その両:先麓の運動性

能を比較確認することは船を運航する人達に極めて望ま

しいのである。よって本姉妹船でこうした性能の比較出

來る公試運韓を行った。

(a)速力、

両状態の速力を比較すると第1表の邇りであるが,同一

回縛数に於て0.8～0.85節の差異があり，速力が大とな

れば極僅かに差異が減ずる傾向がある。本船では馬力の

計測が出來な力わたので馬力を同一とした場合を比較出
來なかったが，室荷バラスト状態では讃荷状態の場合よ
りも同一回興数での出力は小いから，馬力を同一とした
場合の速力差異は上記よりも幾分大きい。実際問題とし

ては機関の運斡は回卿数を基として行われるからこの賓
料は蓮航上好参考となろう。

第1表
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4．一般織装

艤装一般については特筆すべき事項もないが，本艘に
於ては荷役運航保安についての諸艤装に重鮎をおき居住
施設に蜜用をかけることは出來るだけ避けた。近來の新
造船は競ってレセプションを行う結果か所謂素人目につ

ﾛ■

⑤ 旋回園

戦貨状態の異る場合の旋回圏比較は從來齢り試みら伽

－81－

－＝－－－
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た事がない。本維での比較試麗によると定格出力でトラ

ンスファー（横炬）は両状態で残んど変らないが，アド

バンス縦距)は銭荷状態の方が約'5%大となる｡尤も積商
妖態の時の方が速力が約1，節ｲfさいから一般的に云えば

旋回圏は請'1､さくなる理窟であるが，吃水の関係上艦の

水中側面蕊に比し舵有効面漬が減じているため施回圏は

大きくなる傾向がある6この両者が相没して結果として

縦距は変らなくなるが,横距は排水量の大きい銃状態
の方が惰性が大きくなるため穂増すと解すべきであろう

この事は潰荷状態に於ける方が180q回頭に要する時間が

約25％増している結果ともなる。（第2表参照）

第2－表．

あろう。（第3表参照）
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8．むすび

以上のように金明丸も鉱明丸も大さの闇liに於て特に述
べるべき船でもなく，父紹種に於ても奇らしいものでは
ない。然し萠船ともに技術的な面では幾つかの指針を輿
え味って味のある船である。電氣溶接の大幅採用に当立
て積極的に賛意と援助を與えられた協同海運勘式会祇の＃
長涜祇長初め幹部の方々 と，技術運航面で関與された三
井殻舶朱式会蹴の方冷の英断に対しては建造者として心
からの敬意を表するものであり，これが我が海運界遥雛
野の欝來に必ずや寄與することのあるべきを猟信してい
る。．

又運航状態に於ける通勤性能の比較.も貴重な賓料とし
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（の惰力，

全速から鱗賊を停止して速力2節となるまでの時間と
航走詮離も全速から後進をかけて停止するまでの時間と

てこれに関心を持たれる方/々には参考となるべき殿が多
かろうと思う。

最後に金明丸就航後1月間の運航成績は極めて良好種‘
あり，小型航としての性能も満足な結果を得て､塔こと
を附記し繭船の!OBONVOYAGE1''を所るものであ
る。（日本錐管挑式会耐鶴見造船所設計部長）

統走鼎｢離も，共に讃荷状態の方が大きい。これは明かに

排ｽ腿の相違に基づくもので極めて常識的の結果である

騨典停止の場合が約40%後進をかけた場合が20～25％大
きくなるが，この性質は運航上よく心得ておくべき事で
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定を結ぶ必要がある」と提唱したので，1913年ロンドン
に海上人命安全条約が開かれた。

この会議の条約は1914年に調印されたが，これが各國
間に実施にならぬ間に第一回世界大戦なった。戦後こ
れを実施しようとしたが，これは大戦中.の経験と造船技・
術の進歩及び各國購勢の変化もあって，そのまま条溌と
することは不適当であったのでこれを取止め，その御9

29年にその改訂会議がロンドンに開かれた。

1929年に改訂された安全条約が鋤結されたが，この中
には旅客船に対して救命設備即ち救命蕊その他の器具の

備附に付いて規定されている。本条釣は1933年から実施

され，我が國でも賠舶安全法及びその関係法規に探り入酔

れると共に，1935年から本条約は我が唾にも実施されて

いる｡

最近1948年にその安詮条約が改訂されて，本条約は明

年1月1日より実施の溌定であるが我が國でも本条約の
重大性に鑑み，目下その加鴎方の節備中である。

本条約の裁命設備は旅客船に対しては寵に一屑賎重と．

なると共に，今回新に貨物船に対しても適用が鎖けられ

たこ と は 目 立 っ て い る 。 ，

2．救命器具

救命設備として役目を果す道具即ち教命器具としては

次の如きものがある。

（イ）人がその上に乘って水上に浮ぶもの（救命艇，そ

の他の鈴縦，救命筏）

（ﾛ）人がそれに掴って水上に浮ぶもの（救命腎器，救
命淨環）

（ﾊ)清用じていてその浮力によって人体を水に浮ばせ
るもの（救命胴衣）

以上の三種があって，乗員が本船を敵れた後先づ(イ）

に掲げたものにより乘って浮ぶ方法を採り，これらが破

壊されたり，また本船の傾斜が激しくて水上に卸し得な
かったり，乘船者が多過ぎてこれに應ずるものが領み切

れないような時にはくロ)に掲げたものを用いて掴って淳

ぶ方法を採るのである｡何かの事侭で掴まるものが何も

なくなってしまった時なとには(ハ)の救命胴衣を碧用し

1．船と救命設備、

（1）溌難と人命の救助

一陸上と違って水上を浮んで動く船には，自然の脅威が

絶えずつきま．とっていて，衝突，坐礁，火災接溺その他
の澗難が発生することがある。

船体は一種の鯖であるからその原因の如何によづては
穴が開いたり，砿れたり，顛覆したりすると船内に愛ﾌk

するであろう。それが度を過すと沈没するに至ることも

あり，また沈没しないまでも船を見棄てなければならな
いこともある。

この場合に他から救助に來るまで,．その船に代って旅

客及び船員を水上に支えて鳴れるものが必要である。こ

れ即ち救命設備である。

(2)國際海上人命安全条約

今ではこれら船の救命設備は，國際的に安全条約（海
上に於ける人命の安全のた逆の國際条約が正しい塙前で

ある）で同じ撰修で設けることが定められているが，こ

れの起りは今から38年前にさかのぼる。

即ち1912年4月14日夜と|量，北大西肖のニュープアンド
ランドの遥か沙合を処女航海で米國へ向け航行『|ｺであっ

た英國のホワイトスター耐の豪華韻タイタニック号〈46,

328噸）は同夜23時40分錘に氷山を発見したので直ちに

繊関簿停止し，更に逆縄して回頭したが間に合わず,右
舷側に接鯛.して，長さ約200沢にわたって裂目を生じた
ため，5区謎に浸水して，2時間40分後に沈没した。

当時の船内人員総数は，2;201人（内揮船員899人，旅募
､1,324人）の中，1,490人（内謹船員637人，旅客817人）
即ち約3分の2の人命と共に海底の藻屑と化IJたのであ
った。

本船の端挺定員の総数は1,178人で，その中に健完全
に卸し得なかったものもあり，救命艇に乗っていて救助
されたのは711人であった。

本般の遡難は世界を諜動させた大惨事護あったので，
時のドイツ皇帝カイゼル。ウイルヘルム2世はr各国の
船舶は経済競零思想が旺盛となり過ぎると，船の施設が
完全に行われなくなるから，國際間に雄殴に付いての溺
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ただけで水に浮ぶのである。

即ち救命設朧は(イ）(ロ）(ﾊ)の三段購えになっている
ク

篝で，その中で救命艇が最も重要且つ最も有効であるこ

とは言うまでもない。

3．救命艇の種類

（1）救命艇

薮命艇は本紹』離れた後；多数の人を載せて草凋で挑

走も出來れば，また漂流も出來て，濯で漕いで進めるこ

とも出來る小形艇で，端艇の一種である。

裁命襖の具備すべき性能の主なものは，艇内に浸水し

て満水状慾になっても沈むことがないように浮体を備え

大波の中でも顛覆しないよう充分に復原性を有し，且つ

これに搭載すべき人及び艤装品を満慨したと.き充分の乾

舷を有し，且つ満載状態で安全に海上に卸し得るだけの

充分な彊力を有すること等であって，救命器具試驍規程

に種灸規格が定めてある。

救命艇の鐸f型として，育休の位置，甲板の有無，舷

側の購造により次の種類がある。

推進樹關の歴縮着火

’。“種類

｜述綴24時間
燃料の最迩輔し得る

もの

前進速力

(滿栽平水で)|,6節以上

－ －

充分に準術

する

充分に球術

する

4節以上6節以上

（3）機敏推進装置附救命艇

これば発動嬢以外の機孤的推進装置を有する救命艇で

多くは手動製置により推進器を回鱒する仕掛である。例

え(識側腰掛に接して設けられたレバーの前後運動をこ
の下端に逹結されたロッドの往復運動Iこ変え，クランク

により回鱒運動庭変えた後，更にベベルギヤーにより回

騨軸及び回鱒数を変えて推進器を回鱒させる。普通の人

でも3．乃至4節の速力を出し，而も長時間続行すること
も梁である。（グラビヤ参照）

以前からフレミング・ギヤー附救命艇が最も有名であ

ったが，新条約により救命擁の一部はこの種のものを要
することに改められた。

4．救命艇の大きさと定員

救命艇の大きさに付いては，除り小形では海上で安全
が期せられない処から，翁頼は3．5立方米（'2人乘）以
上であることを通する。然し逆に大き過ぎると取扱が不
便である見地から，人及び艤警品を満職した時の重量が
20.3唾以下であることを要する。

俄艇の大きさはその艇を搭載することが船の大きさ又
は他の理由により不合理,不適当と考えられるときを除
き’24災（約32人乘）より小さくてはならず，如何なる
場合でも16jX(約12人乘)より小さくてはならないことが
新条約で追加規定されている。

艇の收容人員即ち定員は‘有甲芯の第一級甲型艇では
渚積を'0立方尺（又は0.283立方米）で除したjものであ．
る。ここで艇の満識は艇の長さ，幅及び深さの相乗稜'二
0.6を乘じて求められる。

5．救命艇の隻数
つ

躍際航海即ち外國敬路の族客船では船内全人員を收容
出來るだけの救命艇を備えることを要するが，國内航路
ではその脆附が多少軽減される。

新条約では,貨物船は船内全人員を收容し震る救命艇
を各舷に備えて，船体の傾彌に術わらず常臆片舷は利用
し得ることを要求し,更に油槽船で3000総噸以上のもの〃

’
’ ’
第一級印型

第一級乙型

第二扱甲型

第二級乙型

内部浮体，固定舷側，無甲板

内外部浮体，固定舷側，無甲板

内外部浮体，錘込舷側，有甲板

固定又は錘込舷培，有甲板

内部浮休には金屈製水稚室氣婚,外部浮休にはコルク

が主として用いられている。これに対して新条約によれ

ば，内部浮体のみを持つ固定舷側の無甲紗艇に限ること

に改められている。

救命艇の秘料としては從來木製が普通であったが，最

近鈴製も用いられている。それは木製艇に比べて建造饗
は高くなるが穂造が堅牢で，水密性の優秀なことでは遥

かに優れているので，次第に多く採用せられ，小形艇に
も及ぶであろう。

最近籾合金（アルミニューム系の）が船舶に用いられ
るようになって，救命艇にも應用される懐向にある。こ
れば重斌の輕減と，船体上部に配置される関係上船の安
定性能に好総果を與えるものと期待され，次第に多くな
るであろう6

（2）発動機附救命艇

船に捲俄する教命艇が多くなる．と，その一部に発動磯
附救命挺とし，これは逸早く本船から卸され，多くの救
命艇を曳航して危瞼区域を遠ざかって無線電信により救
助を求めるのである。

発動磯附救命艇には新条約ではA級及びB級の2種が
あって，これを従来のものと是の条件を比べると次のよ
うである。

’
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では，最少限度4隻の救命艇を船尾及び中央部に各2

隻宛配置することも要求されている。

大形族客船のように救命艇の数が多くて，20隻以上の

場合にほ現行と同様に2隻の発動機附救命艇を,1鍵を超
え20隻未満の場合には現行では1隻の発動磯附救命艇を

とあるのが，1隻のA級及び1隻のn級又はB級若しく
は磯遡湖E推装置附救命艇を要することに改正された。更
にそれが13隻未満の場合でも族客船及び,600総噸以上の

貨物船ではその中の1隻はA級又ばB級の発動機附若し
くは機賊推進装置附救命挺であることを要求している。
更に隻数の如何に拘わらず定員が60人を超える大形の

救命艇はA級又はB級の発動機附若しくは撰餓推進装置
附救命艇であることを要することに改められた.

6救命艇の艤装品

救命縦には艤装品として，推進装置，信号器具，食料
鮠明溺具等を完備し，危急の際直ちに役立つよう準備し
てある。、

新条約では,更に落下傘付信号煙,浮信号煙,應急手
当樵具，モールス信号墨，謹間信号用鏡等の装置から，
ポンプ，ジャックナイフ等まで追加されて一層狸化され
ている。

更にA級発動機附救命艇には無線電信及び探照澄の設
備まで完備している。

7．．救命艇の揚卸装置

救命艇は非常の際短時間に且つ安全に卸すことが出來
而も本般が傾斜しても出來る限り多数の人員が乗艇出來
るように澗鮒けておくのであるが’それがため船首部を
遜けて一層又は二層の甲板（端艇甲板と言う）に談附け
られる。
（1）グピット 型j

救命艇の揚御はグビツトによるが，從來のラジアル型
から最近の重力型に至るまで種だの型式が採用されてい
るが，認条約で'*本船の長さ艇の振出し状態の重量に應
じて顔式が指定されている。
古くから用いられたラジアル型（ロータリー型とも言
う）即ちダビツトの垂直な住が軸として回縄する方式は
長さ’50沢（約500総噸以下）の船に限り使用が許され
ることに定められたが，これは簡単ではあるが操作に涛
力と時間とを要し能率的でないからである。
次に長さが150沢を超える鋸では，艇を格納位置から

滋出す状態での艇の重量が4唾以下の場合にはラッフィ
ング型又は重力型を，4砿を超える場合には必ず重力型
を要することになった。
ここでラッフイング型という型式ば，ピボット式とク

オドラント式とが最も普通である。前者ば.ビットの哀

＝

一路の．救命設備一一

部を中心としてピボット運動をするもので’コロンバス

式を始めとして多くの類似品が見られる。後者ばグピツ

トの套部を弧状とし，グビットを輝けると同時に支黙を

舷側に移動する方法で，ウエリン式がその例である。更

に特殊の型式としては；ムーバプル･レバー式があるが

こればグピットの頭部及びその支黙共に移動する方式で

例は少いが，オプチマム･ダピツトはその一例である。

最後に重力型と言うのは’艇は約30度の厩斜を持った

軌道上の璽車に置かれ索を弛めれば重力により誕を乗せ

たまま自然に軌道に沿い舷外に滑り出すもので’迅速な

殿では比なく,20乃至30秒で卸され最も高級のものに属

し，専ら大形船に採用される。（本誌1949年3月号参卿
②附属其

救命麹ま吊索でポートダピットにより湯卸しされ，そ
の索ば從來途マニラ索又は錆索が用いられていたものが
新条約でば原則として鋼索と捲蝪機によることとなり；
端艇甲板から水面までの距離が小さい船で:式マニラ索が
許されることになった。．

この吊索の先端は救命艇に取附けた吊上鈎に抄けられ
ているが，艇が水上に浮ぶときは容易に取外.し得ること
を要することは明かである。最近ではこれが容易且つ迅
遜に，或に更に進んで自動的に外れる装置なども種々 考
案されているが，これらが一般的に採用されることが望
ましい。

次に吊卸可能の最大傾斜（約7度位を超えて船体が繊警
に傾斜すると，反対舷の救命艇は振り出すことは出來て
も艇が舷側に接鯛して,艇を略水平にすることは勿論,
これを安佳に卸すことは殆ど不可能である。故にこの場
合は片舷即ち高舷側の艇ば使用不可能となる課である。
これを安全に卸ずためには艇側に丈夫なスケートを取附
けることが有効で最も多く用いられているのばシャット
・スケートで，これは艇の中渡部に舷縫より龍骨に至る
本船に接する片舷側に二箇取附けてある。新条約でば端
艇甲板の最高航海吃水線からの高さが15沢を超える場合
には反対舷への傾斜に逆い艇の進水を容易ならしめる前
記の装置を要することを規定している。（グラビヤ参照ノ

7．結言

救命器具としては救命艇の外に,浮休のな噌邇艇や
日本形船の所謂偲馬鵬その他の艀舟があり，更に救命筏
や救命淨器もあるも

これらの救命器具を船に傭附けることに付いては，國
際的に安壁条約で統一されている。唯從來の条約獄國際
航海に從事する族客船のみに適用があったものが，蕊条
約でIさ更に貨物船にも適用が識げられたことは大きな改
正である。（海上保安,_保安部）
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ろデリ・ツク並にドツピングリフトは使用せざる時,.叉
は使用寸前準備の取扱を表わす。デリツク及びトッピン

グリフトを実線で笠いている部分は捲揚後及び使用中の
形態を表わす。不使囲中，航海中はデリツクチョックに

問着されているが，デリックを使用するに当ってはトッ
ピングリフトをウィ塚チのワ'一ピングエンドに2，3又は
4．5回悲き附け使用の出來得る澱定の高さ迄捲き揚げ，
次にチェンストッパーにてトツピングリフ'､が滑らぬ課
に抑止してリフトワイヤーをウインチのワーピングエン

ドか．らクリート（デ．リツクポストヌはマスI､に取付けた
る）に頭換え嚴重に刻止したる上でチエンスI､ツパーを
遣り放すのであり．ますが’荷役前又は使用前に於て期､綴
な複雑で危険な,しかも原始的な仕事を数多く（－万噸
級近くの船に於ては16,8本又は20本近くのデリックの上
下作業をしなければならないことになり，それこそ大変
であり不経済な話である）やらなくてはならないと言う
ことは勢力的にも時間的にも非常に不経済であり且つ危
くは人命にもかかわる事無きにしも非か，時たまの間違
い丈でも多くの修理識を要し’我々海上勢剛者として見
るに忍びず是非とも改良する必要性を感ずるのでありま

舶用ウインチに對する考察

田中豐

’北

f混雲f型2f型、必

’
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第1圖（イ）（ロ）

第1圏は從來に於けるデリック及びウィン‘チの荷役設
○

傭であって第1圏(ロ)はウィンチの蹄圖織線で鐙いてあ

す。

そこで私の日頃考えて居りました事はこれを安全に
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降下の場合．

スクリューブレイキナットに依り相互のドラムを鑑

せしめたる後，パウル・リム，よりパウルを外しブレイ

キを除冷に謹めて，それでも未だ膝下せざる時はクラッ

チ，レバーとストップバルブに依って.雄下せしめ，ブレ

イキを締めたる後スクリューナットに依り相互ドラムの

維鍔を爲して置くこと。斯くする事に依ってこのウイン

チの利鮎とする処はj己に明磯だと思いますが，更に纏
めて見ると，

1．安全性が多い。

2．人手が少なくて済む。

3．時間的に経済。~．

特に荷役中の忙しい時にデリックの高さを加減巻

ねばならぬ時人手が少な､くて維実に且つ迅魁に段取
・を爲し得る。

4，鋼索の消耗の減少

・不必要分の節約r短くて済む)ウィンチのドラムか

らデリックを降下した時の一定の長さで足り得る｡ネ

‘1殿とする処

1．ウィンチが重くなる。

2ウィンチが場所を取る。

これはカーゴーワイヤーを巻い丈いるドラムの幅

を出來得る限り縮われば大した問題はなくなると思

います。

3．ウィンチの主噌llを蔭來のものよりも座を大きくし

なくては耐え得ないのではないかと思います。

且つ速く揚げ得る方法として，ウインドラスのメーンピ

ースとチェーンホール1,.とが，スクリューズレイキヂッ

トに依って別個に作動しているのを見て・・これは手取り

早いと思いつつ，ウィンチのドラムの横に取付けてみよ

うとしたのが第2圖候イ）(ロノこの岡の第1圖と塁なる処

は荷役中と言えどもトッピングリフトのデリックポスト

(又ばマスト)のクリーi､に移されることなく，ウィンチ
にそのまま蒜いていることあでって（これが謡所，改良

部分なのです）一度トッピングリフトの下端を（第2岡

(ロ)平面岡）ドラムに捲付け固定しておけば捲揚け雑降

しは一人で｡X)スクリューブレイキナッ1，，フ・レイキ，ク・

ラッチレノ『－，ストック°バルブで安全に操作出來る訳で

あります。但しカーゴーワイヤーを巻いているドラムと
トッピングリフトを巻いているドラムとの接続及び絶緩

はウインドラス.と同涛スクリューブレイキナットを以っ

て行う事，この時に当りデリックを捲き揚げた時は一旦
充分ブレイキを締めて後にユクリューブレイキナットを
緩めてドラムとドラムの絶綴を鰯す穰にしないと危瞼で

’
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あります。

故に第31劃の綴

なパウル°リム及

びパウルをトッピ

ングリフトを巻い

ているドラムの一

端に着けたら良い

と思います。
第2画(ロ)の平

面園プレイキパン
ドとトッピングリ

ハワル.リム．

0．

ハ
ウ
ル
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私の考想としましては以上の溌なものでありますが導

門の方々が見れば未だ不充分な処や，物理数学的に理に

合わない処もあると思いますが私は一汽船の甲成員とし

て日常の不便と不平の中からこれだけの事を考え出しま

したが'､只実際に当って色‘改良する処を見出し得ても

専門的（物理,､数学等学問的）知識に乏しき故を以て充

分な意見を発表出來得ない事を残念に思って居りますと
共に何卒’海運発展と海員の幸頑の爲，御協力の程御願
い致します。（川崎汽船甲改員）

'1･を巻いている・第3.m
1，･ラムに挾まれた処に黒白々 痔と間してあるのはパウル
･リムで，其手前に傾線を引いた短型を見るのは,fウル
であります。この鎌にすれば使用中もウィンチの扱動’
揮物の重愛によってブレイキバンドが滑っても安全が保
れると思います。

使・用法
舎

捲揚げの場合
捲含掻けにはトッピングリフトの下端は已にウインチ

レこ蒲け虎雄であるからスクリュウプレイキナッi,に依っ
てカーゴーワイヤーのドラムとI､ツピングリフトのドラ

ムとを絶縁し，う．レイ牛バンドを緩めてウインチを作動
せしめ，デリツクを揚げる。識定の高さ迄揚げたならば
ブレイキバンI､.を締めパウルをパウル°リム，に装し完

全を認わてからスクリューブレイキブ．シ1，を緩めて相互
のドラムを淀職し使用に供す。

△
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、横揺れ” しな い船

一バラ荷のかわり'にトラックを運ぶ渡船一
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50年間も船の仕事にたずさわって

いる老人，丈の高い白髪のアレキサ

ングー氏が，このI､ラックを蓮ぶ船

の考想を海事委員会に呈出したのは

”46年のことである。彼はこの問題

を経済的靭鮎から徹底的に研究し,

海事委員会と再三再度折衝を重ねて

やつと三年目にこの委員会を同意さ

せることが出來たのである。、

彼はとの輔遥船の丁愛とか，この

船の使用によって上げ得る利益とか

を良く調査した上で設計圖や調査表
を持ってワシントンに出掛けたので
あるが，その前に大平洋沿岸のトラ
ック会祗や馬車会祗との契約保証を

取って行ったと云うことは蝋/をぬけ
目のないやり方であった。これ等の
会耐がOKと云わなかったなら，い
くら理論が優秀でもこの計避が功を
蕊するとは考えられないのである。
又この海事委員会が同意した原因は
確かにもう一つある。それはこの速
力25節の客船が戦時に於ては，タン

クや鮠臓の迩槻にも充分殻立つと考
えた爲である。

サンシヅプビルディング会牡が入

札の結果2隻を10,604,000弗で建造
することになった，第2次大職中最

初の米國の凝逢鋸が大平洋に沈んだ

後，そして軍陰職逢船として多くの

米軍を第一戦に途り出したかの有名

な客船ジョージ・エス・シモンスに

代ってこの2隻の船は夫,々ルス･ア

レキ状ングー及びエイチ・エフ・ア

レキサンダーと命名されることにな

ろう。

ロ．ングピーチからサンブランシス
寺

コまで，船内で一夜をあかす382人

の船客の安全保証の篤，この痔せた

流線型の船は最新式の耐火災装置を
装備している。又主甲板及上甲板に

整然と並んで蟻逵される176璽のト

ラック。これに依って充分この船の

基本経費は浮いてしまう。その上に

60人のトラック蓮韓手と136人の船

員を同時に輸遥することが出來る。
カリズオルニヤ,、ロングピーチの

町ではこの老想を非常に重要硯し，
その町の港濁委員会が現在この渡船
､の錫に600沢のドックを1乍ってい
る。父汽船の発蒜黙に船客用のピル
やトラックの駐車場をつくった爲に
3,000,000ドルの致用をかけた。
このエイチ･エフ。アレキサンダ

ー及びルス･アレキサンダーの珍ら
しい特徴に加乏て，これ等はﾌ゙ リテ

イッシュデニイ・ブラウンのスクピ

ライザーをつけている。これは船主

の要求に依るもので，米國漉船では
初めての装備である。このスクピラ

イザーは譜殻から突出してい愚鰭の

様なもので英國海龍では使用済のも
ので，繊栫れを30度から殆ど零に
する効力を持つものと考えられてい
る。その爲横振れのはげしい沿岸航
路の船客にとっては誠に有難い存在
になることであろう。，

更にこの馬トラックの波損防止に
役立つことは云うまでもない。この

渡船が完成した時，アレキサングー

氏は再び船の仕事に復蹄することに
なろう。普通の入ならやしの綴に函
まれた海岸でゆっくり除生を暹る様
な麓ではあるが。

昔彼の母を病身の父を養う篇に彼、岬

は1蟻の歳，もうタコマの海岸で荷
役の仕事をして居った、それは全く
‘胃の折れる仕郡であったが，一時間
4Oセン1,にしかならず，それでやづ
と生活を支乏画ていた。彼は全く腿く
極いたので1蟻の時監督になり，21
歳で1人前の沖仲士に出世した｡彼が
2瞳の誕生日を迎えた時，彼は充分
仕事に熟練していたので,烏タユマの
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一

事業家達を動して汽賠会祗を設立し

たいと申出た。そして彼等事業家は

アラスカ航路に2隻の縁遥船を買う

爲，彼に200,000ドルを貸し輿えた

のである。この冒険は出発鮎から早

成功を收わ，彼はどんど入船をふや

し，太西洋岸の凡ゆ鼻場所に,､父極

東にまで支店を設けて，貨物と船客

のサービス.をする巖になった。

35髪の時には，彼は早くも米國第
一一一

グ

ーの汽船会流をつくっていた。それ

はホレイシヨ・アルガーの典塑的な

ものである。彼は汽船関係者中最高

俸給藍取る様になった。

彼がこの厳にして50年前事業家か

ら金を借りてこの大仕事に炎進した

同じ購熱と見解の正確さが，再び彼

を願ってこの凌船の計笠を米國海事

委員会に同意させた因と云える占

彼の見穫りによると,､米國の沿岸

一横揺れしない鍔一

には未だこの珍奇なトラックと賠客

の璽船を少くなくども20隻走らせ

るだけの充分な仕事があるそうであ
る。

彼は云う「この船こそ米國沿岸航

路を若がえらせるものであり，政府

の補助金なしでこの滑岸航路に生氣

を吹き込むものである。そしてこの

船こそ，米國臘艘裁の重要な部門に
新生命を典えるものである｡」と。

』用語解読
へ一 一 ぺ … … …

○曲げ(Bending)振り(TorsiOn)
物体に力がかかる時，軍にこれを押したり引いたりす

るだけでなく，曲げ又は振ろうとすることが艇を出てく

雪､磯繍＝、厚二五動､‘
面に力のみなFig.I

らず「モーメント」がかかる結果である。これらの場合

でも断面上の一々の黙には引張（又は睡縮）應力と剪断

應力とがあらわれるだけであるが，これを曲げ應力，振
り應力と云うことが多いc

引張りの際の歪を引,握歪，剪断の際の歪を剪断歪と云
う。

○比例限度，弾性陶奎，フックの法則
4月号22頁Fig.1に於てOP間は殆ど直線であって，

ぴとどとが・例している。この事実をフック(Hooke)の

､法則と云うざこの直線の上限Pに於ける應力を.tt例限度
と云う二弾性限庇とは力を去った時に変形がOにもどり
得る最大の耐え得る應力を言うが実用上は比例限度と同
じと考えてよい。但し材料によってはOPの如き直線関
係を全然示さないものがある。造船用鋼材の場合Pの値
は大体25･--,30KgﾉInm?である。

○降伏黙(YieldingPoint)
混料に加える力を増さずして延びの増す熱の應力で，

4月号22頁Fig.1,のYYh

を言う。この檬に荷重が一
時減じないでFig.2の様に

淑次変化する場合も多くあ
る｡峰似織の應力も,実用的

には銀の場合J:上例汲度に近

い。場合によっては荷重を

除し､た後に長さ111§につき Fig.2

へ一一

、002..の歪の残署錨を以て灘"黙とすることもある。
○局限狸さ(UItimatestrength)引張強ざ．‐
,(Tensilestrenglh)

材料が砿断するまでに加えられた最大應力であって生
月号22頁Fig.Iのn噸;に相当する。局限鯉さと峰fA鰯や
比例限度との比は一定材料ではほ芦一定である、造船厨
鋼材では局限彊さは41～50Kgjmm?'位である。各種造船
規則ではこれの上下限を定めている｡･局限謹さと言えば
引張の際の最大應力を言うので引張弧さ!と同意義であ
る。

○剪断張さ(ShearingStrength)
剪断試醗によって，得られる最大應力。鋼では約35

Kg/TTTTn2である。

○ヤング係數(Young'smodulus)
4月号22頁Fig.1のOPなる部分では汀がEに比例す

るから

"=EE

と書くことが出來る。Eは比例の常数で，これは材料の
性質によって定まった値をもっている。Eをヤング係数
と言い應力と同じ単位である。錨の場合普通
E=21,000Kgﾉmln塾である。

○剛性係數(ModulusofRigidity),ポアソン
比(Poisson'sratio)

材料に剪断懸力をあたえそれによる剪断歪との関係を
かくとやはり4月号22頁Fig.1の如き圖が得られ

7･=G・中

とおける。Gを剛性係数又は剪断弾性係数と言う。銀の
Gは約'8,300Kg/mm2|である。

材料を縦に引張って伸すと同時に鱗方向には縮む。この
收縮と伸長の比をポアソンの比という。鋼のポアソン比
は約’/3である。これを'/mとするときEとGとの間には
次の関係がある。

G=玩謡万
字一一.39－
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ブを入れて，その区間の漏洩を時々

計って洩れがあったら直ちに修理を

し示一スのロ金物を絶えず修理,して

ここからの洩れを防ぐ事である。あ

る工場で睡枠室氣が足らずに困って

一壁撰餓を据え様として居た処があ

ったが，どうも漏洩が多いらしく見

えたのでこの方法を教えた処20％以

上直ちに効率が昇って機披の購入を

やらずに済んだ所がある。ホースの

金物も現在のものはお開末過ぎる。

これ等には少し金を出して氣密を充

分保てるものと換装したいものだ。

夏になると建造中の鵬は暑いものだ

から筌氣をふかして凉を取って居る
ものをよく見受けるが，これ等は随

分賛沢な話でムダな事でめる。船の

中の誰熱を遜けてやる事は必要なの

だから，これには減睡パルプ'をつけ

て，始めから計識的に換氣装置を施
してやるべきである。こんな様な注

意を少し揃えば20％位の室氣の節約
は鐸もない事なのである。

この頃何処の船渠を見ても扉船の

戸当りから海水が漏れて居ない処は

ないと思う位，この漏水は目立って

居る瀞な氣がする。これがまたムダ
の大きなものである。この鰯洩は蚕

が出るのであるから，なにも建蕊屋

を待たないで自力で採光をよくした

らよいと思う。維戦の混乱時代をそ

の瞳反映して工場内が乱雑の処もあ

る。工場内を塗装したりして綺麗に

する蕊は一見ムダの隷でムダではな．

ぃ。工場内が明るくなり氣持よく仕
事が出來て能率が挙るのである。

造船所の艤装機披場は乱雑な処が
多い橡に見受ける。これも細部を顧
みない類かも知れないが，旋盤の削，
り屑の色ものの始末別け方が不充分
の処が多い。旋盤の削屑も皆賀い金
目のものである。金詰まりのこの世
の中に，これ等を泥土に委して居る
壕では金に泣くのが当然だと言いた
くなる。こんな事はすべて，能奉読
木の初歩なのだが，造船所ではなか
なか実行し雌いと見える。

こんな事をくだくだと書き並べる
と隙限がないから，いい加減で止め
るが，造船技術者も汲手でない綴の
下の力持の穰な処に氣をつけて如何
に小さなムダでも失くす様に努め，
全体の生産喪を少しでもよいから引
き下げる事に努力して貰い度いもの
と思う。

グー『ー宇〆ｰｰv〆"J5一一屯〆、汀－．ーグーーゴ弓クマ一口

○造船所のムダ
上直ちに効率が昇って機餓の購入を

造船所が苦しい経営を続けて居るやらずに済んだ所がある。ホースの
にも拘わらず，現場にはムダが多い金物も現在のものはお開末過ぎる。
橇だ。遥譜は荒つぼし完つぽぃとよこれ等には少し金を出して氣密を充
く言われる茄，船のような大きなも・分保てるものと換装したいものだ。
のをやっている関係上か，自然と細夏になると建造中の鵬は暑いものだ
部を恵みない風に造船屋は育てられから筌氣をふかして凉を取って居る
蒄雇ろのかも知れない。しかしこのものをよく見受けるが，これ等は随
経営難の隊に当っては，特に重請の分賛沢な話でムダな事でめる。船の
隅を揚子で穿じくる様な事にも氣を‐中の誰熱を遜けてやる事は必要なの
1%耐て,-生産蕊の低減を計らねばなだから，これには減睡ﾙﾌ゙をつけ
るまいと思う。・て，始めから計識的に換氣装置を施

造離所で一番大きなムグだと思うしてやるべきである。こんな様な注
処に睡儲室氣の漏洩がある。窒氣と意を少し揃えば20％位の室氣の節約
水とはこれを得るに筈勢せず,た鼓は課もない事なのである。
で(尤も水は都会では水道料を支鋤この頃何処の船渠を見ても扉船の
って居り処に依ってはこれを得るに戸当りから海水が漏れて居ない処は
相当に骨を折るので；室氣に比べて、ないと思う位，この漏水は目立って
は有難味を感じて居る穰だが）使っ居る瀞な氣がする。これがまたムダ
て居るので’有難味を感ずる事が少の大きなものである。この鰯洩は喪
欺い。この氣持が睡搾室氣の様に随夜をわかたず続いて居るのであるか
分大きな金目のかかつて届るものにら，その量は非常に大きなものとな
対しても働くのか，そのムダに大しるがこれを排水する篤，補助ポンプ
て氣を止めない傾向がある。大概のを常に廻わさなければなうなﾙﾔので
鎚艘所の筌氣プラントではシューシ随氣がムダに使用されて居る課とな
ユー肴を立てて室氣が逃げて居るの．る電氣の使用量に制限を受けて居る
を見受ける●長の職曵の非這い処で際，ムダな処に使うのは勿体ない事
I"OYも逃げて居るが，少し管理をである。入漿船も無囑に多い認では
Zると直きにこの位の数字が出るのない，間を見て戸当りの修理をやる
でわる､､非常によく管理して居る処べきではないか。
でも,20%位の漏洩はあるのである戦夢中遮光の篇，天窓や上部の窓
と聞いたら，誰も鰭くであろう。こを相当塞いだのはよいが，今でも殆
の鴻洩は－霧日中あるのであるから，んどその鍵にして居る処がある。從
その鐙は莫大なものとなり大きなムって:r:場内が篤く､謹間でも藤氣をっ
グと言わ極ほなるまい。

けて作業をして居るのを見受ける事

この臓洩を少なく．するには，地下がある。これ等は馬鹿げたムダでは
を通ってﾉ縁る筌氣主管の処"にバルないか。二L場自身でも時々アイドル

’’

'

O造船計登と綜合性

造船は綜合工業であるという事に
は誰も異存ないが,､その綜合性の意
味をはっきりと認識rる人は少ない
ようだ。造紹というと多くの人は，
た鴬･単に柄の大きい船体許りに氣を
取られその外の事には氣が付かない
らしい，船が船として動く馬には主
機や撒は勿論，補財類，計器類，猫
氣掻裟品,無線関係，その他種々の
鱗雛品が完備しなくてはならないで
は無いかと言えば,漸く成曝と普通
の人は領く程度ではないかと思う。
戦時中ある大原迄やった実業家の香
頭取りで，遊木の提供迄あって木船
力輔に造られた事があった。然しこ
の時木材･さへあれば船が出来るもの’’

1
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１
１
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’
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盲

と陸軍に思い海んだのみで，肝心の

主機や補磯録製造に要する賓材の割
当をとることをぬかった震,これ等
が間に合わず，船体許りの動かない

船が木造船所の前に行列じて，底晒
し見たいな不ざまの恰好をした事が
あった。また南津でも陸軍の司政官

のやった事だが，同じ濠な原因で未
船の船体許りゴロゴロ並べたてた丈

けに終ってインドネシヤ住民のょい

もの笑の種子となったと聞いた事が
ある。これ等の例は皆造絡の綜合性

を忘れた結果であって，徒らに賓材・

と鵠力とを浪饗した生たしい実例な

のである。

造船5ケ年計謹が立てられれば，

これに伴う主磯から補機すべての蟻

装品の末に至る迄完全に船体建造と

よくバランスしてその製造計遥が立

てられねばならない。処でこれ等の

中多くの-ものは他の工業部門に属す
るものであるが，船に関する限り造

船が主体となってこれ等のコントロ

、

一

一随 鑛・--’

－ルをやらなければ，贈とし定有効いのである。他の工業部商が造謡の

に纒らないのは誰にでも到る事であ篇に議すのには，その能力のほんの
ろう。ここに造紹の綜合性という黙一部を亀けばよいのかも知れないが

があるのであって，他部門の人がここれを馬度にせず一流のワキ役を造
れに対し認識を高めて貰い度いと思船傘下に逢って貰って雛の篤に研蕊
うのである。 ‐し，日本の船があら・ゆる磯で世昇握

船に使用されるすべての物はその誇り得るものにして貰い度いもので
原理に於いて，何も陸上のものと異一ある。
なった黙はないけれ共，船の特異性 猫また，磯は世界中到る処にある

に應する篤機特の考慮がそれに扱わ・のであるから，離用の種ﾉ@のものが
れなければならないので，陸上の市発達して世界的に市場性をもつ程優
販のものを間に合わせに使用する事秀なものが禽製されれば,これ丈う
は出來ない。老うしてまた，他の部でも単機に外貨狸得に寄與する弱＄

門が船の馬に特に創意工夫を凝らし大きいと思う。舶用で発達して貰い
てよし;物を作製認供しない限り，よ度いものは幾らでもある。デリツク
い船は決して生れて來ないのである’による荷役装置等は根本的に政めら

造艘としては他の工業部門の買刺のるべきであり，冷識装置や蒸溜装置

腕力を求めなければ造船立國などとは手掴で軽量になって欲しい,しj卿

いう事は到底望めない。醤えて言え攪蕊にしてもピストンの要らない小
ば船に関する限り造船が.ｼﾃであつ型になって貰ったらどんなに鱗装が
て，他の工業部門注ワキ役でありお‘桑になるであろう。造船屋はその綜
嘩子であるのだが，これ等が眞実に’合悩を発琿して他部Fi､に種為と萩ら
調和しなくては見られたものではなしい要求をどしどし出ずべきである

忌一ハノシヘグヘ〆､／､〆､一角＝へ〆-〆､〆へ一一〆､＝～〆､ハー/､ご~〆vヘハ〆､-/､-〆／､-〆、
一

､PERFoRMANcEDATAoFRADAR

（グラピヤ｡4頁参照）大岡、茂編

現在震船で使用されているRADAR,の大体の性能はっげておく。
i・"ElectroniCsNavigatCr"

ぎの通りである。

｛職熱撫襄鷆a・使用電波長dCmまたは10cm
b.パルスの時間巾0.2へ0.4".sec ii．@@MarinersPath-Finder''

c・パルスのくりかえし臆波数1000～2CCOc/S
IR智鵜繼灘蕊播Cod.パルスの尖頭出力15～50KW ●

e・発射電波のビーム角水平'～43垂直15～25． iii．R・C｡A4GSMpboardRadar''

爆羅火測定端誕離30nauticalmilesぐら唯で{R撫撫鞠P琶脇葵瀧慧）月．鍵I､測定可能匪離80yardsぐらい
h.吸離の測定確度’～3% iv."WestinghOuseMarineRadar''

｛黙認鐡鶏e磯職鞠）i.方位の測定確度’～2．

j.RI雛の分解能力50～100yards
v.:CSperryMarineRadar''

k.方位の分解能力2～3。

｛鶏燃篭渦&計器株式会徹）1.C､R.O.Screenの 大 き さ 7 ～ 1 6 ' ノ D i a 、

m.所要電力0.8-1.2Kw,W::KelvinHugheslMMM;;:

{K識無i紫撫｡恥…m…‘
一･･｡－ロー●Lg－q●々一･･・一色。､一・一■DD－o･●一●･●q一一

参考までに，比椴的有名でもありまた多く使用されて

いるRadarの礎品名とわが画における取扱会祗名をかか（電氣通信大学教官）
一 一似一三今
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.－鋸の科学一

ろ。脚賓には1000暇級の日本貨物船

が100隻近くも碇泊しているが，シ

ヤトルには小さい汽船は殆んど見当

らない。1万畷級の汽船が4～5隻

入港していた位である｡稚の設備も
勿論申し分なく總て機械的である。

ボストンに行った時である。丁度

全米造船業者の年次大会が開催せら
昨年12月中旬日本を出菱し4ケ月

にわたる説米の旋行中,.往復2回米

船に乗る機会を得た。それ鐘横演シ

やドノ修問を船で漣つたのであるが，

往鼓の艘弍‘‘・シヤンクス号''γ踊り
の船注‘‘ﾂ･ルタン号，，といいう何れ
台軍用船でアメリカの臘軍の名をと
ったものである。軍用船といっても

総噸魏錘5,000噸餘もあり，平j割8
～乱9‘ノットの速力で走った。

招内:ま近代的蔵装備が施されてお
り’2人,3人，6人部屋とわかれて
いる｡なかでも2人及び3人割屋はシ

ヤヮ・ラ’便所付で十分整ったもので
ある。ラウンジも氣持よく出來てい
て，別に映罰室が設けられていて.毎
夜2回にわたって映謹を梁しませて
くれる｡普通の客船の如く蒙著の所
はないがしつか.りした織造で仕組ま
れ何もかも簡便に出來ている。航海
中鼠デｯｷに長椅子がだされて航海
燕分が味えるし，子供達のためには
膳に遊び場の部屋が用意されてい
るや

食事柱ともかく美味しい。むかし垂

の日本霊鋸の客船のようにメニュー

は多くはないが，それでもどれを注

文しても二品位はついて出る。ボー

イもよく訓練されていて，服装は特

に清潔で感じがよい。

航海中は船内新聞なるものが諭
され，艦客の動静或践注意事項等を

知らせてくれるb軍用船といっても
乗員は決して犀服くさくなく,.士官
も下士官も一所になって和氣龍々 航

海を梁しんでいる。

航海ば往復共大体''日かかつだが
途中ある日私は船内の貯職室を見せ
てもらった。実に立振である。あら

ゆる食糧が山ほど貯えられてある。

洋上をさまよづてもこの分筵と食紐
には不自由しないそうである。

シヤトルについて先づ漣のきれい

なのに驚いた。横演に踊った時の港
のみすぼらしさに比べてここでも國

富の差を見せつけられた。第一に夜

の髄燈の数からもちがう。横演は電
燈の光からみるとまるで漁村の巖に

も思え.る。しかし入港している船の

数からいうと断然縢瀧がまさってい

れでいたので，私もそれを見学する

ため出席した。活溌な意見の中に，
業者は政府の造船業に冷淡なことを
なじり，造船の重変性を設いている

'日本という言蕊もちよいち．よい耳に
聞えて來る･彼等は日本の造船業が
次第に復活していることを説明し，

日本を援助してアメリカ本圃を助け
ないのはおかい､ではないかとほの

めかす。業者としては虞刺な問題に
賑組んでいる巖に思えた。
ニューヨークのハドソン河にゆく

と,戦時中に急造されたリバテイ船
が数百隻赤腹を出して繋留されてい
る。アメリカとしては之の使い道が
ないのだ。日本の船舶界には到腫鐵
像出來ない光景であろう。しかしア
メリカの鐵牒者は更によい新造船
をつくる熱攝にもえている。
短期間のアメリカの旅行の中，門

外者のみた船についての印象を簡軍
にかきとめたが，一般の文化的なレ
ベルの差のあまりに大きいことに感
嘆させられた次第である。（時事新
報外報部）
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‐バイト（超硬高速度鋼）
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巳

仏

海 外

し′し

人エ的に大洋波を起す装置は船舶

エ学土木エ学に於て非常に必要なも

のであるが’シアトルのワシンI､ン

大学に新しく出來た造波装置は理論

的の深海波を生成するための特別の

考案を行ってある。

周知の如く深海波の周期T,波長

L,波の速度V,の脳lには重力の加

速度をgとして

，-J霊露=-f-=VZX
……(1)

なる関係がある。又水の粒子は円運
動を行いその軌道牛役は次の式で示
される。

fだ．

r=rseL．．..･f(2)

.Fig．1

但しrSは表面ﾄﾆあった端子の軌
道半径でdは軌道中心の距離であ･る
(Fig.1)波の高さは表面子の最
高位置と最低位置との差であるから
波高HとrSとは

H=2rs

なる関係となる。

笑際に起る彼ではLHば最低値7
位でこれ以上けわしい波は不安定で
ある。

Fig.1に示すごとく最初姶蒲線上

にあつだﾄと.子は，正しく合せられた

時計の針の糠に夫々の軌道中心のま

ばりを回鱒し，一番中心位置より剛

，れた時は岡の左右の線の檬にならぶ

新しい造波磯に於ては波の進行方

向に，直角に可翻生の不鋳溌板をお
き，これを水粒子が刻冷形成する曲

面通りに（左側への極端の位置では

Fig.1の太線の如く）運動させて理

論的の波を再現させるものである。‐

そのために板の数箇所に調節可能の

回轌碗をつけ，この腕の同時回露を

水粒子の回聴運動と等しくする。

回鱒運動の周期は波の周期に等し

いから，腕の毎分回蝿数R.P.M,)

はLを米,g=9.80として

R.P.M,=60｛嘉＝鍔
……(4)

表面の腕の長さから(3)によって彼

の高さが父R.P..M.により(4)

式で波の長さが定まる。

Fig.2

－塁海外技術賓料＝

かくして任意の波が得られる。この

際試騒水槽の水深をDとするとき，

底面の影響をうけないためにはLID
は大約2より小さいことが必要で，
又L/Hは前述の如く約7より大-球

●

ければ安定した波が得られない｡‘

既存の長さ170沢の水槽に造漉涙

をとりつけるために，一端から60尺

の所に巾及び奥行2呪の四角い切嫉

きをタンクの壁に作り，瞳.面し劃ま深
さ6吋のスロツi､を職に設けた。こ

の部分に造波阪の枠と外部機孵を設

置してある。造波坂･は巾，深さ共i弓

4沢で水槽全巾にわたっている。

(Fig.2)

側壁に設けたスロットを通じて，

板に押される側の水がその背面に流

れこみこれが主要波に重なって悪影

響をもたらした｡この二次的の波は

主要波の山の後方約'14波長の所に現
れた。造波板の上にカツI､オフをつ

けて側壁のスロットを掩う巖にした

ら硝どこれを消すことが出來た。，）

波が水梢の端で反射されると.造波

機から出てくる波と重なって困るの

でこれを消すための所謂

蛸波装置が必要である。

波板

それには色々の方法が考

えられているが，経済的

の方法として次の檬なこ

とを試みた。水階を横切

って水面下127寸及び9吋

の淫さに長さ5沢の二箇

の平な蓬を沈め，この上

に直經6吋，高さ12吋の
コンクリート試膝筒を置

いた。こ和を通過すると

波の高さは'16に減ずる。

Fig.3はL戸7沢，

H='l遡沢の波形の職測結

果である。この時水深は

33伽沢でLD=1.87であ

った｡､黙線はI､ロコイド

1）編築蒋註．可澆性の造波板に直角にカントオフを如何にしてとりつけるのか不明である。

溶接したかと想像されるが，はっきりしたことは云えない。

Fig.2のA鮎の所で

、直－－43－－
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一 船の科學←

波長(Ft)
IZ’34

面識で定められるから，静水時の水

深を増してこの撹失を補う現在のも

のては理論的の深さより'ﾉ4吋大なる

靜水:無に於て正しい波形が得られた

現在全体の剛性をますことと治波，

装置の改良を企てている。

木水糟は土木工学研究用のもので

あるが，船舶工学研究坐樋としての

造波機にも'ニン1,を典こるかも知れ
ないと考えられる。

××
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Fig,3

波の理論波形である。

正しし披形と波高を得るためには

逵波板から水にあたえられるエネル

ギーに少しの負失のあることを考慮

しておかなばならない。與とられる

エネルギーは主.として遥波仮の浸水
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御 知 ら せ

船舶技‘術資料
第 二 集

これはAmericanBureuofShippingの調査賓料の

日本版です，迩煎省船舶局がA.B・の許可を受Iﾅ当鰯会

が発行することに致しました。A、B・船級船舶のデー

タ，米国造船，の現状が手にとる隣によく分ります。こ

の第二第は定価一部45Fiで御希望の方に御分け致します
故至急御申込下さい。（〒5円）

港区麻布霞町19

船舶技術協會

振替東京70438．

世界の鐙船建造状兄

，(1949年の隼計）………..…．（植村正男）

スエーデンの電孤溶接………･……．．（池田一夫）

船の形態学（第’回）･…………….（平山了也）

舵と旋回性能に関する覺書･････?･･･､d･(幅井静夫）
上架装置…･･｡．．……….｡.…:…．〔畿田稚彦）
思い出すまゞに…･･･…･･息．．….…．..｡.．（頑田 烈）

海外技術賓料…．．…･･･…‘･…･……．．.．（編集部〕の

〆

曳船について…･……．．････…．．.．．."…（南波松太郎）
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一舵と施回性能に関する覺書一｡

舵と旋回性能に關する覺書
〔其の5）

一應急舵房一
く

由

井 靜夫頑

ると舵はカップリングの直下で折断し雛尾材と共に失わ

れておるのを発見し,た。これは翌日の午後の事である。

かくして約7000噸の大型鼠物船は北大平洋の眞中で，し

かも丁度捗浜-Vancouverの中央で紋行の自由を失っ

たのである。内地から曳船が來るのに十数日か力､る｡椎
らに激浪の上を漂流していても曳索の取込も困難酒力きち
應急舵によって出來るだけ内地に近く戻って曳船の助嚇

をかりるため，挙諾悲壮な決心の下に懸念舵の遡乍にか

かった。船長と一等運卿士始逸士官一同も如何なる形式

の，又どんな大きさの應念舵が'‘,いか見当がつかなﾔ､◎

色々 の方法が試易られたが結局第4回目の方法とし角召流
舵式のものが遭難後16日たった1月28日に成乳するに至

った。これは1897年12月に英船Cedardene号が行った

方法と略々 同撰であって，第26園に示す隷なものだった

腿念舵の両側には糸目があってここより各1本の導索

が出ており，後儲のデリツク用ウイソ聴ﾁでこの導索総
く事により舵の効果を発軍する｡即ち右側の導索錨き
（この時左側の索を謹める）船は面舵回頭をする。蜜期
の北大平背の怒涛中でこの雁急作業を完逢した乗員の努
力は驚く他なb､が，この鯉急舵によって本鰡ま勝浦恥で
曳船に曳かれる迄約]b日間､2044浬を平､8．6節で航窪
し得たのは世界に誇る記録であろう。この懸念舵を製作

隆洋丸の場合

操舵装置が故障して溌備裟澄に切換えたり，叉應急操

舵をすることはI畔をあり得るが，しかし舵そのものが破
損したり舵を亡失したりする事は稀である。長い海上経

驍を右する船長でもこんな場面に邇遇する人は極く珍ら
しいであろう。海軍では蔵船の場合と異り戦闘による諾
休損傷を薮期し長い間所謂應念舵(JuryRudder,仮舵）
による操濫の研究を行ってv､た。大平洋戦索中多数の損
傷艦でこの應念舵を使用して歸港した例があり，又外地
工作部で損傷艇の應念修理をした際に態単な舵を袈備し
てこの艦を内地I涙ずのに成功した例もある。
しかし平時藺船で應急錠によって危地を脱した例が無

0．わげではない｡最も宥名なのは陸洋丸の場合であろう。
汽船隆洋丸(山下汽船備謡6710総噸)は昭和4年大晦
日に三池漣を出溌室鎗でVancouverに向った。翌5年
1月10日午後相当な風浪の中で船体に製溌な衝撃を感じ
同時に舵効をなくしたのである。この位置は北緯48度22
分，束極177度50分で丁度Aleutian料島の洲にかかつ
’ていた。既に夜であり船尾から傭隈した処では舵に曇状
はないらしい。しかし各部の調査をしても全然故障がな
く，しかも舵は全く効がないのである。ロープに身を托
した一等連郷士が激浪の間決死の舞鶴で船屋を調べてみ

するに当り船長以下士官は母佼隠中島で習

った運用術のテキストを十分に利鼠された
らしいと思われる。

航海学猿の研究と責諒

蒼海fFにおける鯉急舵の研究は主として
繊鼠賀の航海学校で行われた｡而して大z鳫
洋戦零の戦況が苦しくなってから一層この
重要性が認められ昭和is年,月より4月に
亘って相当間､範霞の実験が行われた。こ
の場合の腱念舵は非常の場合に儲船がその
保有する懸念秘料を組合せて製作するので
なく，漣め非常の場合を溌想して鰻にこれ
を搭､職しおき；且必要なる関斬諸裟置をも
製備しておくものであった。航海学授の肝

1

望
ケ

5"侭

‐‐で曹一一一…一Fｰ◎イツU1U￥･~丁･し

鎌26個隆洋丸の臘念舵亟通3.5甑舵面談'20平方呪究実職の内容を侭単に次に紹介する。
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哩全
．（1）固定式應急舵(第”岡）

これは船体に舵の一部分が接着され鏑索又は撫旱で獺．
作されるものである。

(a)両舷側水面下に接着し，舵鮒は外販に固着された
軸受で支持されるもの。

この種のものは永久的に船体外にあるから抵抗を坤大
し又操作の爲舷外に突出桿を出す要があり，又船体吃水
部に取付け船体補彊を伴い且取付が困難である。
(b)両舷側水線下に必要に應じて取付け舵軸は雛休を

鱗に周る鋼索で支持される。前者に比して取付は容易で
あるが舷外に操作用の突出桿を要する6
｡船体龍骨下に取付けるもの，

舵軸は船体を横に周る鋼綱で支持され操作は外舷に滑
って甲板に至る鋼索で行われる｡極めて不安定で舵面が
鉛直を保ち難く，叉取付も困難である。
（2）浮流式應急舵（第28岡）

船体より曳航しその浮力を利用して操縦索により適宜
操舵し効果を発琿する。

(a)一枚横曳懸念舵〃b

矩形板の板面を前進方向に直角に向けて曳航し方右の

一一

一‐
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舘27図固定式懸念舵(α）

ー

〔6ノ

>_ 曳索をそのまま，操縦索とし一方を短縮又は延長させ板
面を流線に対し傾斜させ舵を船体航跡の側方に出して舵
効果を発諏する。

但し舵の抵抗のため速力が減少す.るのは止むを得な､I、
注意をしな1､と曳索が切断する恐れがあり，操雛索を錬
出又は繰入れる時に大なる張力がかかる。この型式の懸
念舵は構造簡単操作容易で曳索の絡まることがないが，
舵効果は不良ではないが良くするには舵面積を増大する
要があり，この際は抵抗が崎して操作も難しくなる。
(b)一枚縦曳應急舵

矩形板の板面を前進方向に平行して曳航しその前端に
取付けた1本の中央索は曳索用と操溌用とを兼ね，後端
に取付けた2本の側索は操縦用である。側索を伸縮して
操舵しその作用はい)と大差ないが,操作は非常に鞠<曳
索に來る張力も大でなく’常態曳航中の抵抗も,1,であ
る｡故に舵面蔵を大きくする副勅§出來るb榊造鷺_軍操1乍
並取付が容易で舵効果も大きく，しかも安定であるb峡
鮎としては板面の前端に側索が総む恐れがある。
(c)二燭雌曳懸念舵

(b)と同型式であるが’側索のからむのを防ぐ爲二枚の舵
を用いその各冷に中央索と側索とを一本宛附けるもので
ある。操作は不便である。

(d)一枚水平曳懸急舵

矩形板の板面を前端が術上方に持上る綴に水面上を滑
走曳航せしめる。4氷の曳染を用"､必要により3本の塁

(C)

＠

0

、

厄ノ

Ｆ

6
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《幻
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索を適宜伸縮して(b.'と同様に操舵する。曳航状態の抵抗

は小いが4本の曳索を使用するのが不便である。操作も

核雑だが曳索が絡むことはない。面舵の場合の操作法を

読明する。

イ・まづ前部の曳索を2本共伸ばすと舵面前端の重錘

と曳索のたるみによって前端は水線下に押され(a)の

場合と同様になる。

ロ・右前曳索を適宜短論する。(a)同溌舵面は左舷側に

より舵を左側に引く。→これによって紹首は面舵(右）
に回頭する。

ハ・舵を戻すには前の曳索を同時に仲心後の曳索を同

時に短縮するこの時前の曳索の長さを操作前の長さ

．と等しくする。舵は反鱒した状態で再び淵走曳航を

する。この時舵の以前の前端は後端となり，以前の

後端は前端となる。父上面と下面とは入れ替る｡こ
の舵では前，後端に若干の垂量を附けねばならない

倣融は曳索を伸す時に急に張力を受けて切断の危瞼

があることである。

(e)格子附一枚縦曳唯急舵

(b)と咄同厳であるが舵の両面に蛸直の格子を数個着け

て流睡抵抗を増し小舵面で大なる効果を狙ったものであ
る。構造が陸維で又格子に曳索の絡む恐れがある。
(f)張出桿附雌曳應急舵

(b)と同綴だが舵の前端上部又は上下部に各1本の舵面

に直角な張出桿をつけたものである。(b)より操醗は容易
だが蜜出桿の取付が面倒で又構造も俊雑である。桿の彼
狼の機会が多く曳索が突出桿に絡むのは非操作時程多】、
要するに(b)より取扱上劣るものである。
(9)一枚縦曳應急舵(bの改良）

⑦)型の特鮎を利用し且(c)型の二攻曳を加味したもの
で操溌索は前後2本だけで共に側索皷中央索となる｡側索
（後方索）を極度に短縮し中央索（前蕊）を伸ばすと側
索は中共索に，中央索は側索となり舵は前後反蝿する。
操縦は(b)より箱劣るが索の鴨まる恐れはなく一般的に

(nよりも優れた結果を輿える嫌である。
以上の各種應急舵は既述の如く織蛋賀の航海学校で研

究されたもので主として海軍教授高木二郎氏の非常な御
努力に負うものである。そして各型式共実際小鑑艇に装・
術して実験されたのである。一般的に言えば浮流式の
(a),(b)が良好で,X(b)を改良した(9)が最後には最もいい
という目当がつけられた。而して(e)も改良すれば実用に
供し得'又{d'は街相当研究せねばならぬという結論だっ
た。‐ 、

航海学校《〕実験では笑施に当って注意すべき鮎として
次の事が挙げられている。≦

1

－舵と施回性能に関する覺書一

（イ）蕊度．好流式の(功型系統の舵は前後端に取付け

た曳索で曳・されるから舵は両端支持のビームと見
倣され中央部の應力が最大となる。從のて彊度もこ

の部を特に重覗せねばならぬ。

(ロ）糸目の附方．これは相当微妙である。糸目の附

方によって舵は氷面上にその一部を露出し又は水面

下深く潜入して仰向き加減と.なり舵勤果を減少する

曳索の形歌は殆ど懸垂曲線と考えて宜しし妙らこれ

を相当の長さにすると舵に固縛する附近は磯ど水平

〃となるb舵を縦に保つ儲には重心黙は中メ黙より下

方にあらねばならぬ水平方向に曳く様に糸目を附し

且糸目の長さを等しくすると曳索張力と流感とが釣

合うには舵面は鉛直にて曳かれる事になる。もし糸

目の長さが不同とすると，

上方の糸目が下方の糸目よ.り長い時：

〃ぐ､、 と

この時は曳索張力と流畷力の永平分力が丁度鈴△、‐ロ

っても借流露力の鉛直分力があってこれは下向きと

なるから舵面を一層仰向きにする。重心黙G力覗II下

げられ舵は水面下に潜入する。ある深さになると曳

索の張力の方向が水平とならず上向きとなって始め

て流睡力と張力とが釣合う。この時には舵遡果は減

少する。

下方の糸目が上方の糸目より長い時：

〆

〃 崖 L

この時に舵全休は上方へ持上げられ，水面上に乗
出す躯となり水面上の部分は流麗力を受けな・浮
力が減じて重通が蛸した事となるからある程礎出る
と釣合い同撰に舵効果は減少する。

要する糸目は等しい禄につけるべきで極く僅かの
不平蜂が舵の不安定の腺因となる。（未完）
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戦の跡 (商船の部其の1）

戦艦に関しては本誌第3巻第1号48頁参照
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1

営 業所禰岡天榊町・札幌北二催’
一

『乃

アンモニヤ式。フレオン式･メチール式
納入後のサーウイスも當吐にて責任を以って資施
して居りますから御安心の上御相談下さい

食料貯蔵・室氣調整装置。飲料水冷却

アイスクリーム製造・アイスキャンデー製造

製氷並アイススケート°藥品虎理
冷凍食品製造・其他一般應用

日本冷凍機製造協會會員

本杜施設部粟京都f代田隠巾1I1田鍛冶町3の3

電詰榊田(25)3338｡341!1

東京丸ピル･大阪阪糾'ピル・名古屋南大津通り

札幌南一峰・仙台大町。富山安住町

瓢阿大神ピル・臓島繊砲町

三菱電機柿裁會而土
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船舶の冷凍．冷臓．冷房にI一

メチルクロライド冷凍機アンモニヤ冷凍樋
ターボ冷凍機ブースター冷凍機

貨物船漁船何れにも適するよう製造一式の設計施行を御引受け致し喪す
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